
禅文化としての野口整体Ⅰ　リーフレット

禅文化としての野口整体 Ⅰ 
講師 （社）野口整体 気・自然健康保持会 代表理事 金井 蒼天

「自分の健康は自分で保つ」ための活元運動を主とする

野口整体の思想基盤には「禅」があり、「健康は医療が管理

する」西洋医学の思想基盤は「科学」です（科学の大本には

自然支配の思想がある）。

活元運動は「動く禅」とも呼ばれます。禅はインドを起源と

し、中国を経て伝わり日本で完成したものと言われます。十

九世紀末から鈴木大拙師により、米や欧州に「日本の禅」

が伝えられ、今や欧米の人々は盛んに行うようになりました。

これは、西洋文明・近代科学は外界探求と自我の確立（外に向かっての究明と雄弁）で

あり、ここには、人が生きる上で最も大切な「自己を知る」智（沈黙と身体性）がないから

です。「正坐は正心正体を作る」とは師野口晴哉の言葉ですが、儒教や仏教では正心・

正体によってこそ、初めて物事を正確に知覚し、正しく理解することができると教えてい

ました。しかし近代科学では、人間の知覚・認識とは、感覚器の機能や「理性」によるも

のとしています。正心正体という身体性を通じて「知・情・意」の円満な発達を促してきた

のが、禅を頂点とする日本の伝統文化でした。この基本となる「正しい正坐」の実践と

「腰・肚」文化についての思想的理解を進めていきます。

活元運動を体得する（自分の健康は自分で保つ）ため、このような教養を中心とした

講義に実技を加えた講座を、数回にわけて行います。

＜各自ご用意ください＞正坐が楽に出来る服装、筆記用具。更衣室あり。

日   時 2015 年 5/30 1 回 

土曜日 13:15-16:15  

受 講 料 会員 5,292 円 （入会金は 5,400 円。70 歳以上は入会無料、証明書が必要です） 

一般 5,940 円 

※入会金、受講料、教材費等は消費税８％を含む金額です。 

 

 

Ⅰ 野口整体金井流の「心身医学」的解説

科学的教育によって発達した理性による自我意識は身体との分裂をもたらしていま

す。それは、現代人は、理性（頭）で感情を抑制できると思い込んでおり、日常的に体

験する「陰性感情」を滞らせることで、後にこのエネルギーに支配されるのです。これが

抑うつ症や心身症（心療内科の領域）です。

「自分の健康は自分で保つ」ための活元運動を、真に体得するには「自己を知る」こ

とが肝要で、野口整体で言う「自己を知る」ためには、「身体感覚の養成」が鍵となります。

なぜなら身体感覚が鈍いことは情動に対しても鈍く、感情が滞り易いからです。私たち

の体と心は密接な関係にあり、不安や恐怖あるいは喜びといった「喜怒哀楽」の感情は、

身体的変化を起こす情動と呼ばれ、このうち怒や哀の陰性感情が身体に負の影響をも

たらすのです。

この時、自然治癒力である「恒常性維持機能（ホメオスタシス）」が活発に働くかどうか

は、身体感覚の敏・鈍にかかっているのです。

身体感覚が敏感であればこそ「整体（整っている体）」を保つことができ、自分の健康

は自分で保つことができるのです。「科学の知」は「心身二元論」、「禅の智」は「身心一

如」と相対的に理解する、こうした思想的理解（教養）を通じて活元運動を行ずることは、

真の禅的な修養となり、さらなる身体感覚の向上によって、自己の「感情制御」をも可能

ならしめるものです。このような身心に導くことが、禅文化としての野口整体です。

講師・記

 

 

＜講師紹介＞金井 蒼天（かない・そうてん）
年愛知県生。 年 月、野口晴哉師の門下生となる。 年 月、熱海で、健康

に生きるための心と体のあり方を指導する整体指導の道場を開く。 年 月、整体指導
法高等講習会京都において、師野口晴哉より整体指導者として認められる四段位を授与
される。 年 月 日、満五十歳を機に、「野口整体 気・自然健康保持会」と名乗る。
師の潜在意識教育を探求し、心理療法的個人指導と体験談をまとめた『病むことは力』（春
秋社 年）を出版。その後反響があり、各地で講演会を行う。近著に『「気」の身心一元
論』がある。
一般社団法人 野口整体 気・自然健康保持会 ＨＰ
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っ
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２　

胃
の
痛
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と
「
ど
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ま

っ
て
い
た
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身
心
の
状
態

― 
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識
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し
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た
〔
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体
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決
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Ｋ
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潜
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を
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す
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迷
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日
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。
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学
（
科
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は
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取
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組
ん
だ
こ
と
で
、東
西
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世
界
観
」の
差
異
と
、

東
西
の
「
心
身
観
」
の
差
異
を
基
盤
と
し
て
（
近
代
科
学
と
東
洋
宗

教
を
対
比
し
て
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野
口
整
体
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捉
え
直
し
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科
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の
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」
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整
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科
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元
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中
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野
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ユ
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療
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野
口
整
体　

科
学
的
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命
観
と
「
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の
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上
巻
よ
り

は
じ
め
に

― 

現
代
に
お
け
る
野
口
整
体
の
社
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的
立
脚
点
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定
め
る

３　

科
学
の
知
・
禅
の
智

― 

な
ぜ
科
学
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取
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げ
た
の
か

「
こ
う
も
頭
で
生
き
る
人
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

（
第
一
部 

第
二
章
一 

１
）

　

こ
れ
は
、
明
治
末
に
生
ま
れ
、
大
正
時
代
に
育
ち
、
昭
和
を
生
き
た

師
野
口
晴
哉
最
晩
年
の
言
葉
で
す
。
師
は
一
九
七
六
（
昭
５
１
）
年
に

没
し
ま
し
た
が
、
敗
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
時
代
（
一
九
五
四
（
昭
２
９
）

年
～
一
九
七
三
（
昭
４
８
）
年
）
が
終
わ
る
頃
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か

け
て
、
度
々
講
義
で
こ
の
言
葉
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
師
野
口
晴
哉
が
生
き
た
時
代
を
通
じ
て
の
「
日
本
人
の

心0

の
変
化
」
で
あ
り
、
明
治
維
新
以
来
、
百
五
十
年
の
「
日
本
人
の

体0

の
変
化
」
な
の
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
西
洋
文
明
「
近
代
科
学
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
私
は
戦
前
生
ま
れ
の
五
氏
（
井
深
大
・
湯
浅
泰
雄
・

石
川
光
男
・
河
合
隼
雄
・
立
川
昭
二
）
等ら

の
思
想
を
通
じ
て
、
科
学
哲

学
と
東
洋
の
生
命
観
を
学
び
ま
し
た
（
他
に
、
鈴
木
大
拙
（
仏
教
哲
学

者
）、
中
村
雄
二
郎
（
哲
学
者
）、
村
上
陽
一
郎
（
科
学
史
・
科
学
哲
学
者
）、

そ
し
て
池
見
酉
次
郎
（
内
科
・
心
身
医
学
者
）
氏
の
思
想
を
学
ぶ
）。

　

こ
れ
ら
の
思
想
を
通
じ
て
、
私
は
野
口
整
体
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

世
界
と
の
つ
な
が
り

0

0

0

0

を
見
出
し
、
近
代
科
学
の
「
心
身
二
元
論
（
心

身
分
離
）」
と
東
洋
宗
教
の
「
身
心
一
元
論
（
心
身
一
如
）」
と
い
う
、

本
書
の
核
心
と
な
る
思
想
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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本
書
は
、
こ
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
野
口
整
体
と
い
う
智
の

歴
史
的
な
意
味
と
、「
現
代
に
お
け
る
野
口
整
体
の
社
会
的
立
脚
点

（
立た
ち
ど処
）」
に
つ
い
て
、私
が
で
き
る
限
り
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
科
学
の
哲
学
性
を
研
究
し
た
こ
と
は
、
禅
や
老
荘
を
思

想
基
盤
と
す
る
野
口
整
体
の
世
界
を
科
学
に
相
対
化

0

0

0

0

0

0

し
て
見
極
め
る

こ
と
に
な
り
、
野
口
整
体
の
本
質
を
改
め
て
捉
え
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
言
う
「
科
学
の
知
・
禅
の
智
」（
＝
近
代
科
学
と
東

洋
宗
教
）
と
は
、「
理
性
」
と
「
身
体
性
」（
頭
脳
知
と
身
体
智
）
と

い
う
差
異
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
歴
史
的
観
点
か
ら
現
代
で
の
野
口
整
体
の
存
在
意
義
を

捉
え
、
社
会
的
立
脚
点
を
定
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
私
は
、
師
野
口
晴
哉
が
創
立
期
か
ら
変
わ
ら
ず
に
目
指

し
た
志
を
現
代
に
実
現
す
る
た
め
、「
科
学
の
知
・
禅
の
智
」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
著
す
に
至
り
ま
し
た
。

序
章　

二　

井
深 

大
に
始
ま
る
五
氏
の
思
想
と
の
出
会
い

１　

本
書
の
動
機
、
科
学
と
「
身
体
性
の
喪
失
」

― 

五
氏
の
思
想
を
学
び
明
確
に
捉
え
た
科
学
の
問
題
点

　

私
は
、師
野
口
晴
哉
亡
き
後
、独ひ

と

り
で
こ
の
道
を
歩
む
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
が
、後
に
関
心
を
強
く
持
っ
た
、私
の
野
口
整
体
（
金
井
流
）

を
確
立
す
る
上
で
の
意
義
深
い
「
思
想
と
実
践
」
と
し
て
、
中
村
天

風
師
の
「
天
風
哲
学
・
心
身
統
一
道
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
は
、井
深
大
氏（
ソ
ニ
ー
創
業
者
）の「
思
想
と
活
動
」で
し
た
。

井
深
氏
は
、
師
野
口
晴
哉
と
も
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
以
前
よ

り
私
は
氏
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

石
川
氏
か
ら
科
学
に
つ
い
て
学
ぶ
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た
湯

浅
泰
雄
氏
の
著
作
『
気
・
修
行
・
身
体
』
を
通
じ
て
、
身
体
の
訓
練

は
心
の
訓
練
を
意
味
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
「
東
洋
宗
教
」
の
「
修
行
」
と
い

う
も
の
が
、
西
洋
で
は
理
解
さ
れ
難
い
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
、
心

と
体
を
分
離
す
る
デ
カ
ル
ト
以
来
の
「
心
身
二
元
論
（
註
）」
が
あ

る
こ
と
を
捉
え
て
い
ま
し
た
。

（
註
）
心
身
二
元
論

　
精
神
（
霊
魂
）
と
は
「
理
性
」
で
あ
り
、
人
間
の
中

心
（
心
）
は
「
頭
」
に
あ
る
と
い
う
思
想
。
こ
の
場
合
の
心
は
理
性

で
、
心
に
は
「
感
覚
や
感
情
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。「
理
性
」
を

重
視
す
る
こ
と
で
人
間
を
心
と
体
に
分
け
た
の
が
、
心
身
二
元
論
。

　
心
身
二
元
論
で
は
、
心
と
は
「
理
性
」
を
指
し
、
体
は
「
物
質
」
。

　

こ
れ
は
、
科
学
的
現
代
社
会
に
育
っ
た
若
い
世
代
が
、
野
口
整
体
を

行
な
お
う
と
す
る
時
、「
身
体
行
（
＝
修
行
・
修
養
・
養
生
）」
と
い
う

も
の
を
理
解
で
き
な
い
背
景
と
し
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。

―
―　

・　

―
―　

・　

―
―

―
―　

・　

―
―　

・　

―
―

　

こ
の
「
心
身
二
元
論
」
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

風
土
的
・
歴
史
的
背
景
を
よ
り
詳
細
に
理
解
す
る
た
め
、「
西
洋
と
東

洋
の
世
界
観
」
に
つ
い
て
石
川
光
男
氏
に
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
言
に
し
て
言
え
ば
、
石
川
光
男
氏
か
ら
は
「
東
西
の
世
界
観
」

の
差
異
、
湯
浅
泰
雄
氏
か
ら
は
「
東
西
の
心
身
観
」
の
差
異
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
河
合
隼
雄
氏
（
臨
床
心
理
学
者
）
の
著
作
を
通
じ
「
ユ

ン
グ
心
理
学
」
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
、「
科
学
に
よ
っ
て
観
え
な
く

な
る
も
の
と
は
何
か
（
中
巻
『
野
口
整
体
と
ユ
ン
グ
心
理
学　

心
療
整

体
』
で
詳
述
）」
が
理
解
で
き
て
行
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
河
合
氏

を
通
じ
て
得
た
、
私
の
大
き
な
目
覚
め
は
、
科
学
は
身
体
性
か
ら
離

0

0

0

0

0

0

0

0

0

れ
る

0

0

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
が
西
洋
医
学
の
「
科
学
的
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
」
こ
と
は
、

禅
や
老
荘
を
思
想
基
盤
と
す
る
野
口
整
体
の
「
社
会
的
立た

ち
ど処

（
位
置
・

立
場
）」
を
諦て
い
か
ん観
す
る
（
本
質
を
は
っ
き
り
と
見
き
わ
め
る
）
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
身
体
性
」
か
ら
離
れ
た
（
＝
感
覚
と
感
情
を
切
り
離
し
た
）

「
理
性
」
と
い
う
意
識
を
発
達
さ
せ
る
近
代
科
学
に
は
、
自
分
の
こ

0

0

0

0

と
を
考
え
る
智
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
を
、
河
合
氏
を
通
じ
て
知
っ
た

の
で
す
。

　

西
洋
文
明
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
以
来
の
理
性
を
至
高
と
す
る

も
の
で
、
二
元
論
が
基
に
あ
る
の
で
す
。

　

近
代
科
学
の
基
盤
で
あ
る
「
心
身
二
元
論
」
と
「
機
械
論
的
生
命

観
」
が
普

あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て
い
る
現
代
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
五
氏
が

取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
近
代
科
学
の
問
題
は
、
よ
り
深
刻
化
し
、
心

や
生
命
に
対
す
る
感
性
は
ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

師
野
口
晴
哉
と
確
か
に
つ
な
が
る
世
界
観
を
持
つ
人
々
に
出
逢
っ

た
こ
と
に
、
私
は
今
、
大
き
な
喜
び
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
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禅
文
化
と
し
て
の
野
口
整
体　

Ⅰ

野
口
整
体
金
井
流
の
「
心
身
医
学
」
的
解
説

は
じ
め
に 

― 

科
学
の
知
・
禅
の
智

― 
思
想
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
活
元
運
動

　

私
は
、
今
講
座
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
次
の
よ
う
に
書
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
保
つ
」
た
め
の
活
元
運
動
を
主
と
す
る

野
口
整
体
の
思
想
基
盤
に
は
「
禅
」
が
あ
り
、「
健
康
は
医
療
が
管

理
す
る
」
西
洋
医
学
の
思
想
基
盤
は
「
科
学
」
で
す
（
科
学
の
大
本

に
は
自
然
支
配
の
思
想
が
あ
る
）。

　

活
元
運
動
は
「
動
く
禅
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

今
講
座
の
最
初
に
、師
野
口
晴
哉
（
一
九
一
一
年
生
）
の
「
活
元
（
運

動
）
指
導
の
会
」
で
の
文
章
を
挙
げ
、
整
体
の
思
想
（
註
）
が
「
禅
」

を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
註
）
思
想

　
哲
学
の
世
界
で
、
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
体
系

的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
意
識
の
内
容
。
生
き
方
、
社
会
的
行
動
な

ど
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
、
基
本
的
な
物
の
見
方
、
考
え
方
。

　

整
体
に
「
思
想
が
あ
る
」
と
は
、
師
野
口
晴
哉
に
よ
り
哲
学
的
思

考
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
野
口
整
体
は
近
代
化
（
西
洋
化
）

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

師
は
、一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）年
五
月
の
活
元
指
導
の
会
で「
本

来
の
体
育
」
と
題
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（『
月
刊
全
生
』

二
〇
〇
〇
年
九
月
号
）。

　
意
識
し
な
い
の
に
個
人
個
人
が
ひ
と
り
で
に
動
く
と
い
う
そ

の
不
思
議
の
た
め
に
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
が
ず
い
ぶ
ん
多

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
活
元
運
動
の
不
思
議
な
面

ば
か
り
が
伝
わ
っ
て
い
く
。
活
元
運
動
を
や
る
理
念
は
ち
っ
と
も

伝
わ
っ
て
な
く
て
、
…

…
で
す
か
ら
ま
ず
そ
う
い
う
我
々
の
理
念
を
理
解
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

師
野
口
晴
哉
は
と
り
わ
け
晩
年
、「
理
念
・
整
体
と
は
何
か
」
と

い
う
思
想

0

0

が
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
講
座
は
科
学
を
相
対
化
（
註
）し
、活
元
運
動
の
思
想
を
通
じ
て
、

自
分
が
持
っ
て
い
る
力（
無
意
識
に
具
わ
る
能
力
）の
自
覚
を
教
え
る
、

禅
文
化
と
し
て
の
野
口
整
体
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

（
註
）
相
対
化

　
一
つ
の
も
の
の
見
方
が
、
唯
一
絶
対
で
は
な
い
と
い
う

風
に
見
な
し
た
り
、
提
示
し
た
り
す
る
こ
と
。

一　

禅
文
化
と
し
て
の
野
口
整
体
を
、

科
学
を
相
対
化
し
て
理
解
す
る

１　

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
自
覚
す
る

― 

意
識
が
か
ら
っ
ぽ
（
無
心
）
に
な
っ
て
整
体
と
な
る

　

上
巻
第
二
部 

第
二
章 

一 

２

　

師
は
、
本
来
の
体
育
と
し
て
の
活
元
運
動
に
つ
い
て
、「
雑
念
・

意
識
・
無
心
」
と
い
う
言
葉
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
ま

す
（『
月
刊
全
生
』
二
〇
〇
〇
年
九
月
号
）。

本
来
の
体
育 

２
（
四
頁
）

　
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
自
覚
の
な
い
ま
ま
、
み
ん
な
他
人

任
せ
で
、
自
分
の
健
康
管
理
ま
で
人
の
せ
い
だ
と
思
い
込
む
よ
う

な
人
が
た
く
さ
ん
に
な
っ
た
の
で
は
、
い
く
ら
医
者
を
増
や
し

た
っ
て
足
り
る
わ
け
が
な
い
。
や
は
り
み
ん
な
自
分
の
体
は
自
分

で
責
任
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
分
で
管
理
し
て
、
自
分
の

体
を
壊
す
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
、
も
し
壊
れ
て
も
自
分
の
体

の
力
で
治
っ
て
い
く
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
駄
目
だ
と
思
う
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
難
し
い
方
法
が
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
雑
念
（
を
無
く
す
よ
う
）
、
意
識
を
閉

じ
て
、
体
の
自
然
に
任
せ
れ
ば
い
い
。
意
識
を
閉
じ
て
整
う
。
無

心
に
な
っ
て
整
う
。
知
識
を
全
部
捨
て
て
か
ら
っ
ぽ
に
し
て
、
生

ま
れ
た
ま
ま
の
心
（
天
心
）
の
状
態
で
、
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
と
、

ひ
と
り
で
に
整
う
の
で
す
。

意
識
を
閉
じ
て
無
心
に
聞
く
（
野
口
晴
哉
）

　

ポ
カ
ン
と
し
て
活
元
運
動
を
す
る
こ
と
で
雑
念
が
祓は
ら

わ
れ
、
無
心

と
な
る
の
で
す
。

　

活
元
運
動
は
「
動
く
禅
」
と
も
呼
ば
れ
、
自
然
治
癒
力
を
含
む
無

意
識
に
具
わ
る
「
潜
在
能
力
」
の
発
現
を
目
的
と
す
る
「
瞑
想
法
」

な
の
で
す
。
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天
心
と
は
、
無
心
と
な
っ
て
ぽ
か
ん
と
す
る
こ
と
で
す
。
幼
い
こ

ろ
は
皆
そ
う
で
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
天
心
を
保
つ
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
師
は
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
ま
す
。

…
天
心
に
な
っ
て
、
体
の
欲
し
て
い
る
自
然
の
要
求
通
り
に
体
を

動
か
せ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
複
雑
な
方
法
が
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
…
体
は
み
ん
な
自
然
に
健
康
に
生
き
よ
う
と
し
、

育
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
…
自
然
に
生
き
て
い
れ
ば

健
康
に
な
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
の
で
す
。

…
自
分
の
体
の
力
を
自
覚
し
て
、
自
分
で
自
分
の
体
を
丈
夫
に

し
て
生
き
て
い
く
決
心
を
し
て
、
そ
し
て
そ
の
方
法
と
し
て
は
天

心
、
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
自
分
の
動
き
に
任
せ
る
と
い
う
だ
け
で
い

い
。
…
人
間
の
体
の
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
自
覚
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

体
の
自
然
に
反
す
る
（
対
立
す
る
）、
あ
る
い
は
自
然
を
損
な
う

意
識
（
考
え
方
・
思
い
込
み
）
の
あ
り
様
が
あ
る
わ
け
で
、「
思
想
を

正
し
く
理
解
す
る
」
こ
と
を
通
じ
て
活
元
運
動
を
訓
練
す
る
こ
と

で
、「
意
識
と
体
の
自
然
（
無
意
識
）
が
一
体
と
な
っ
て
生
活
で
き
る
」

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
野
口
整
体
で
す
。

　

活
元
運
動
は
、「
自
分
の
力
で
生
き
て
い
く
」
と
い
う
決
心
を
し
、

野
口
整
体
の
生
命
観
を
理
解
す
る
人
に
有
益
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
生
命
観
理
解
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
身
に
付
い
た
科
学
的
生
命

観
を
相
対
化

0

0

0

し
野
口
整
体
の
生
命
観
を
知
る
、そ
れ
が
「
科
学
の
知
・

禅
の
智
シ
リ
ー
ズ
」
の
目
的
で
す
。

２　

科
学
に
相
対
化
し
、
禅
を
伝
え
た
鈴
木
大
拙

―
「
科
学
的
客
観
」
と
「
禅
的
絶
対
主
観
」

　

ま
た
私
は
、今
講
座
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
次
の
よ
う
に
書
き
ま
し
た
。

…
十
九
世
紀
末
か
ら
鈴
木
大
拙
師
に
よ
り
、ア
メ
リ
カ
や
欧
州
に
「
日

本
の
禅
」
が
伝
え
ら
れ
、
今
や
欧
米
の
人
々
は
盛
ん
に
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
西
洋
文
明
・
近
代
科
学
は
外
界
探
求
と
自

我
の
確
立
（
外
に
向
か
っ
て
の
究
明
と
雄
弁
）
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、

人
が
生
き
る
上
で
最
も
大
切
な
「
自
己
を
知
る
」
智
が
な
い
か
ら
で

す
（
自
己
は
「
沈
黙
と
身
体
性
」
に
依
っ
て
の
み
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
）。

　

禅
者
の
鈴
木
大
拙
氏
（
註
）
は
西
洋
の
言
葉
と
思
想
を
学
び
、
そ

の
上
で
、
自
分
の
禅
体
験
と
仏
教
研
究
を
基
に
、
仏
教
、
と
く
に
禅

を
西
洋
へ
伝
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
科
学
に
相
対
化
し
禅

を
捉
え
る
こ
と
で
、「
禅
を
東
洋
の
哲
学

0

0

と
し
て
誕
生
さ
せ
た
」
と

い
う
、
大
拙
氏
の
偉
業
な
の
で
す
。

（
註
）
鈴
木
大
拙
（
仏
教
哲
学
者
一
八
七
〇
〜
一
九
六
六
年
）
長
年
の
ア
メ

リ
カ
生
活
で
身
に
つ
け
た
英
語
で
、
仏
典
の
英
訳
、
欧
米
で
の
仏

教
の
講
演
な
ど
を
行
な
い
、
史
上
初
の
英
文
に
よ
る
仏
教
研
究
雑

誌
イ
ー
ス
タ
ン
・
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
の
創
刊
に
尽
力
し
、
禅
に
つ
い

て
の
著
作
を
英
語
で
著
し
た
。
そ
し
て
禅
の
影
響
を
強
く
受
け
た

日
本
の
「
道
」
文
化
を
海
外
に
広
く
知
ら
し
め
た
。
「
近
代
日
本

最
大
の
仏
教
者
（
梅
原
猛
氏
言
）
」
。

　

大
拙
氏
は
、
西
洋
的
自
然
観
か
ら
生
じ
た
「
科
学
的
客
観
（
註
）」

と
東
洋
的
自
然
観
か
ら
生
じ
た
「
禅
的
絶
対
主
観
（
註
）」
を
対
比

さ
せ
、
こ
の
両
者
が
真
の
実
在
に
向
か
う
二
つ

0

0

の
道
で
あ
る
こ
と

を
説
き
、「
禅
を
知
る
た
め
の
立
場
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
（『
禅
と
精
神
分
析
』
禅
仏
教
に
関
す
る
講
演 

東
京
創
元
社 

一
九
六
〇
年
）。

（
註
）
主
観
と
客
観
を
分
離
し
、
客
観
的
に
も
の
を
見
る
の
が
、
科
学
的

態
度
。
禅
の
態
度
と
は
、
主
客
未
分
で
も
の
を
観
る
。

三 

禅
仏
教
に
お
け
る
自
己
の
概
念
（
五
〇
頁
）

　

禅
に
お
け
る
実
在
の
つ
か
み
方
は
前
科
学
的
で
あ
り
、
と
き
に
は

反
科
学
的
で
も
あ
る
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
禅
は
そ
の
動
き
方
が

ま
っ
た
く
科
学
が
追
求
す
る
方
向
と
は
逆
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ

る
。
こ
の
事
実
は
必
ず
し
も
禅
が
科
学
と
は
相
い
れ
ぬ
立
場
に
あ
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
禅
を
知
る
に
は
我
々
は
科
学
者
が
従
来
非

科
学
的
と
称
し
て
見
過
ご
し
て
き
た
立
場
に
立
つ
必
要
が
あ
る
と
い

う
意
味
な
の
で
あ
る
。

　

科
学
は
ど
の
分
野
も
一
様
に
外
に
向
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
遠
心
的

で
あ
る
し
、
物
を
取
り
上
げ
て
研
究
す
る
場
合
、
そ
の
物
に
対
し
て

客
観
的
に
こ
れ
を
観
察
せ
ん
と
す
る
。
つ
ま
り
科
学
の
立
場
は
自
分

自
身
か
ら
物
を
引
き
離
し
て
い
く
立
場
で
あ
っ
て
、
決
し
て
見
る
も

0

0

0

の
と
見
ら
れ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

と
が
一
体
に
な
る
と
い
っ
た
方
向
を
取
ろ
う
と

努
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

…
科
学
者
は
主
観
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
極
度
に
恐
れ
る
。
け
れ

ど
も
、
我
々
が
外
部
に
立
つ
限
り
我
々
は
終
始
局
外
者
た
る
こ
と
を

ま
ぬ
が
れ
な
い
こ
と
を
銘
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
外
部
に
立

つ
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
我
々
は
物
そ
の
も
の
を
じ
か
に
見
る
こ

と
は
決
し
て
出
来
な
い
。
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そ
し
て
、科
学
に
は
な
い
「
私
」
を
知
る
智
＝
自
己
知
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
続
け
て
い
ま
す
。

（
五
一
頁
）

…
も
し
我
々
が
衷ち
ゅ
う
し
ん心

（
心
の
底
・
ま
ご
こ
ろ
）
か
ら
、
な
ん
と
か
し
て

真
の
自
己
を
把
握
し
た
い
と
念
願
す
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
科
学
が

追
求
す
る
方
向
を
い
っ
ぺ
ん
ヒ
ッ
ク
リ
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す

る
と
初
め
て
自
己
が
内
面
か
ら
把
握
さ
れ
る
。
決
し
て
外
面
か
ら
で

は
な
い
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
自
己
は
自
己
の
内
側
か
ら
の
み
自
己
自

身
を
知
る
よ
う
に
出
来
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
言
う

と
、
で
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
知
識
と

は
、
必
ず
二
つ
に
分
れ
て
知
る
も
の
と
知
ら
れ
る
も
の
と
が
な
け
れ

ば
成
り
立
た
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
、
と
言
い
た
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
私
の
い
わ
く
は
〝
自
己
知
と
は
主
と
客
と
が
一
体
に

な
っ
て
初
め
て
可
能
な
の
だ
〟
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

大
拙
氏
は
、
科
学
の
「
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
（
知
る
も
の

と
知
ら
れ
る
も
の
）」
と
い
う
主
客
分
離
に
対
し
、
禅
の
「
主
客
一
体

（
主
客
未
分
）」
を
説
い
た
の
で
す
。

３　

野
口
晴
哉
の
全
生
思
想

　

一
切
の
主
観
を
排
除
し
た
こ
と
で
、「
私
」、「
私
が
生
き
る
」
こ

と
が
入
っ
て
い
な
い
科
学
（
西
洋
医
学
）
に
対
し
、
野
口
整
体
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
「
全
生
」
思
想
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

師
野
口
晴
哉
は
、
次
の
全
生
論
と
題
し
た
文
章
で
、
死
と
生
と

い
う
対
立
概
念
を
統
合
す
る
「
死
生
観
」
を
表
し
、
全
生
思
想
の
端

緒
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

死
も
生
も
、
科
学
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

全
生
論

『
月
刊
全
生
』（
一
九
七
六
年
十
月
号 

全
生
社 

一
〇
頁
）

　
今
日
を
十
全
に
生
き
る
者
は
、
明
日
の
不
安
を
見
な
い
。

明
日
の
死
に
怯
え
る
の
は
、
今
日
を
十
全
に
生
き
切
っ
て
い

な
い
か
ら
だ
。

　
十
全
に
生
き
る
と
は
何
か
、
生
き
る
と
は
刻
々
に
死
ぬ
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
十
全
に
生
き
る
と
は
十
全
に
死
ぬ
こ
と
だ
。
死
に
よ
っ

て
の
み
生
は
活
き
る
の
だ
。

　
生
を
十
全
に
活
か
す
た
め
に
は
死
を
も
十
全
に
活
か
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
今
日
死
ぬ
こ
と
を
恐
れ
て
十
全
の
生
は
な
い
。

衛
生
と
か
、
養
生
と
か
を
口
に
し
て
汲
々
と
生
に
か
ぢ
り
付

い
て
、
死
に
つ
つ
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
人
は
、

髯
が
剃
る
ほ
ど
濃
く
な
る
こ
と
を
知
ら
な
い
に
相
違
な
い
。

　
溌
溂
と
行
動
し
、
死
に
よ
っ
て
生
を
活
か
す
覚
悟
を
も
た

ね
ば
健
康
に
は
な
ら
な
い
。
衛
生
や
養
生
の
た
め
、
顔
を
蒼

く
し
て
い
る
人
は
、
そ
れ
故
に
全
生
で
き
な
い
。

二　

禅
と
整
体
指
導
の
目
的

― 

野
口
整
体
金
井
流
の
「
心
身
医
学
」
的
解
説

１　

体
に
潜
在
意
識
を
観
る

― 

自
分
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ
る

中
巻 

第
一
章
一 

１

　

私
が
初
め
て
出
席
し
た
師
野
口
晴
哉
の
講
義
第
一
声
は
、「
背
骨

は
人
間
の
歴
史
で
あ
る
」
で
し
た
。

　

野
口
整
体
の
観
察
の
中
心
と
な
る
背
骨
の
観
方
に
深
く
な
り
ま
す

と
、「
背
骨
は
心
（
潜
在
意
識
）
が
現
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
と

解
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
背
骨
に
は
、
そ
の
人
が
こ
れ
ま
で
生
き
て
き

た
心
の
歴
史
が
表
れ
て
い
る
）。

　

私
は
、
背
骨
の
様
子
を
観
察
し
、
私
が
感
じ
た
も
の
を
問
い
か
け

る
（
何
ら
か
の
情
動
を
捉
え
、
そ
の
内
容
を
尋
ね
る
）
こ
と
で
、
先
ず
、

相
手
が
最
近
体
験
し
た
「
感
情
」
を
共
有

0

0

す
る
と
い
う
「
心
の
や
り

取
り
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
・
現
在
を
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
に
肝
要
な
こ
と
で

す
。

　

つ
ま
り
、
一
週
間
と
か
十
日
前
の
過
去
に
起
き
た
情
動
（
註
）
に

よ
っ
て
働
い
て
い
る
、潜
在
意
識
が
基
と
な
っ
て
「
今
日
・
現
在
（
自

分
や
外
界
）」
を
感
受
し
、
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
註
）
情
動

　
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
は
た
ら
き
が
、
自
律
神
経
系
を
通
じ

て
「
身
体
の
変
化
」
を
起
こ
し
て
い
る
も
の
で
、
快
情
動
（
陽
性

感
情
）
と
不
快
情
動
（
陰
性
感
情
）
に
大
別
さ
れ
る
。
陽
性
感
情
（
喜

や
楽
な
ど
）
は
副
交
感
神
経
、
陰
性
感
情
（
怒
や
哀
な
ど
）
は
交
感

神
経
に
よ
る
支
配
。
生
理
学
で
は
一
過
性
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
整
体
指
導
に
お
い
て
、
不
快
情
動
に
よ
る
硬
張
り
（
陰
性
感

情
の
停
滞
）
が
「
偏
り
疲
労
」
と
し
て
身
体
に
観
察
さ
れ
、
指
導

の
対
象
と
な
る
。



14　　　朝日カルチャー新宿 講座用教材　2015 年 5 月 30 日（HP 用完全版 V1 の１） 禅文化としての野口整体Ⅰ　野口整体金井流の「心身医学」的解説　　　13
　

の
み
な
ら
ず
、
人
は
こ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
「
感
受
性
（
ト
ラ

ウ
マ
・
体
癖
を
含
む
）」
に
よ
っ
て
、現
在
の
事
物
を
受
け
取
っ
て
お
り
、

現
在
の
心
の
は
た
ら
き
に
は
「
過
去
」
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

自
分
（
内
界
）
や
社
会
（
外
界
）
を
、
自
身
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、感
受
性
と
い
う
言
葉
で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

師
野
口
晴
哉
は
「
…
こ
の
世
の
中
は
、
相
対
の
世
界
と
申
し
ま

し
て
、
自
分
の
感
覚
に
よ
つ
て
、
そ
の
感
覚
を
眺
め
て
い
る
世
界

な
の
で
す
。（
野
口
晴
哉
著
作
全
集
第
一
巻「
い
の
ち
の
真
相
」 

七
三
頁
）」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
自
身
の
、
心
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、

こ
の
世
界
と
い
う
も
の
を
見
（
捉
え
）
て
い
る
の
で
す
。

　

現
在
に
主
体
性
を
以
っ
て
適
応
す
れ
ば
、
過
去
を
超
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
師
は
「
自
分
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ

る
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

　

野
口
整
体
の
基
盤
に
あ
る
「
全
生
」
思
想
は
、
日
々
全
力
発
揮
す

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
、「
体
を
整
え
る
」
と
は
、
禅
（
註
）

の
「
今
、
こ
こ
」
と
い
う
生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
な
の
で
す
。

（
註
）
禅
語
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

融ゆ
う
づ
う通

無む

げ碍 

（
「
融
通
」
は
滞
り
な
く
通
る
こ
と
。
「
無
礙
」
は
妨
げ
の
な

い
こ
と
）
行
動
や
考
え
が
何
の
障
害
も
な
く
、
自
由
で
伸
び
伸
び

し
て
い
る
こ
と
。
こ
う
し
て
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
る
。

随ず
い
し
ょ
さ
く

所
作
主し

ゅ

、
立り

っ
し
ょ処

皆み
な

真し
ん 

（
随
所
に
主
と
な
れ
ば
、
立
つ
処
皆
真
な
り
）

常
に
主
体
性
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
真
実
が
あ
る
。

　

禅
語
で
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
「
感
受
性
を
高
度
な
ら
し
む
る
」
こ

と
が
、
整
体
指
導
の
目
的
で
す
。

２　

心
の
生
活
を
振
り
返
る
時
間
と
し
て
の
整
体
指
導

― 

情
動
（
陰
性
感
情
）
の
観
察
で
得
た
「
ま
ぁ
ん
じ
ゅ
う
理
論
」

中
巻
第
三
章
一 

２

　

整
体
指
導
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
初
期
に
は
、
相
手
の
身
体
に

比
較
的
大
き
な
変
化
（
歪
み
・
偏
り
疲
労
）
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
、

や
が
て
小
さ
な
変
化
ま
で
を
捉
え
る
観
察
眼
を
発
達
さ
せ
て
き
ま
し

た
。

　
「
こ
れ
は
調
整
さ
れ
る
べ
き
も
の
」と
い
う
状
態
を
見
出
す
と
、「
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
」
な
ど
と
尋
ね
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
が

生
活
を
振
り
返
っ
て
、「
情
動
」
に
つ
な
が
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し

て
見
て
、
そ
の
内
容
を
受
け
取
る
と
い
う
対
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

不
満ま

ん

や
怒
り
を
内
在
さ
せ
た
ま
ま
だ
と
、
後
に
不
安あ
ん

に
支
配
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。「
ふ
ま
ん
」
が
「
ふ
あ
ん
」
に
な
る
か
ら
、

こ
れ
を
、
私
は
「
ま
ぁ
ん
じ
ゅ
う
理
論
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
長
年

の
観
察
を
通
じ
て
得
た
理
論
で
す
が
、
次
の
よ
う
に
（
合
理
的
な
）

説
明
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
怒
り
は
肝か

ん

を
害が
い

す
」
と
は
、
漢
方
医
学
で
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
か
ら
だ
言
葉
に
は
「
肝
っ
玉
が
大
き
い
」、
ま
た
「
胆
力

が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
恐
怖
を
感
じ
ず

に
大
胆
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
様
、
つ
ま
り
心
が
闊
達
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

　

肝
っ
玉
と
胆
力
に
、
肝か

ん

（
臓
）
と
胆た
ん

（
嚢
）
と
い
う
文
字
が
入
っ

て
お
り
、
肝
臓
・
胆
嚢
は
生
理
学
的
に
一
組
み
の
も
の
で
す
。
漢
方

で
は
肝
臓
と
胆
嚢
が
心
の
働
き
を
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
来
ま

し
た
が
、
私
も
肝
臓
や
胆
嚢
（
ま
た
膵
臓
も
（
こ
れ
ら
を
肝
臓
群
と
名

付
け
る
））
が
元
気
で
あ
る
こ
と
と
、
心
が
闊
達
で
あ
る
こ
と
は
一
つ

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
統
智
と
生
理
学
か
ら
、不
満
や
怒
り
が
内
で
発
酵
・

腐
敗
す
る
と
、
不
安
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
論
理
的
に

お
分
か
り
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
負
の
感
情
体
験
を
観
察
し
、「
何
か
嫌
な
こ
と
は
な
か
っ

た
で
す
か
」
と
問
う
と
、
多
く
の
場
合
、
大
抵
の
人
が
「
そ
う
い
え

ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
体
に
障
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

の
で
す（
問
題
に
な
る
ほ
ど
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。

本
人
の
意
識
に
上
っ
た
（
口
で
語
ら
れ
た
）
こ
と
が
情
動
の
根
本
的
な
原

因
と
は
限
ら
な
い
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
良
か
っ
た
こ
と
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
「
心
の
や
り
取
り
」
を
通
し
て
、
波
立
っ
て
い
た
そ

の
時
（
情
動
が
起
き
た
時
）
の
自
分
の
心
に
気
づ
き
、
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
（
自
分
だ
け
で
こ
れ
を
正
確
に
判
断
す
る
の
は
難

し
い
）。

　

そ
れ
は
、
今
の
体
の
あ
り
よ
う
の
原
因
（
因
果
関
係
）
を
、
最
近

の
生
活
に
お
け
る
「
情
動
」
に
結
び
つ
け
る
こ
と
（
意
識
化
）
だ
け

が
目
的
で
は
な
く
、
自
分
の
心
の
は
た
ら
き
方
（
感
受
性
・
心
の
窓
）

を
知
る
、
そ
れ
は
「
自
身
を
知
る
こ
と
（
自
己
知
）」
に
意
味
が
あ

る
と
思
っ
て
の
こ
と
で
す
（
金
井
流
個
人
指
導
「
他
力
と
自
力
が
一
つ

に
な
っ
て
自
己
を
知
る
」）。
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３　

体
の
智
慧
は
錐
体
外
路
系
に
あ
る

上
巻
第
二
部
第
三
章
一

　
「
私
の
体
は
、
私
の
頭
よ
り
賢
い
」

　　

こ
れ
は
、
高
校
で
「
生
物
」
の
教
師
を
し
て
い
る
Ｎ
さ
ん
（
女
性
）

の
言
葉
で
す
。
あ
る
指
導
時
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
「
金
井
先
生
の
個
人
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
一
番
の
収
穫

は
、『
私
の
体
は
、
私
の
頭
よ
り
賢
い
』
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
こ

と
で
す
。」
と
。

　

こ
れ
は
、
錐
体
外
路
系
の
訓
練
で
あ
る
活
元
運
動
に
対
す
る
理
解

を
、「
感
動
」
と
と
も
に
表
現
し
た
言
葉
で
す
。

　

私
の
個
人
指
導
で
は
、
活
元
運
動
を
併
用
し
て
い
ま
す
か
ら
、
一

度
良
く
活
元
運
動
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、個
人
指
導
中
に「
活

元
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
呼
ん
で
い
る
動
き
や
活
元
運
動
が
活
発
に
な
り

ま
す
。

　

Ｎ
さ
ん
は
活
発
に
な
っ
た
そ
れ
ら
の
様
を
形
容
し
、
先
の
よ
う
に

表
現
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
女
性
教
師
は
体
調
を
崩
し
て
困
っ
た
時
「
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
」
と
、「
よ
く

0

0

考
え
る
頭
」
の
持
ち
主
で
す
。

　

そ
れ
は
彼
女
が
中
学
、
高
校
と
良
い
成
績
で
一
流
大
学
に
進
ん
だ

経
歴
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
何
よ
り
「
物
事
の
理
解
力

が
あ
る
」
と
、
私
が
指
導
経
験
を
通
じ
て
認
識
で
き
る
「
身
心
」
の

持
ち
主
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
Ｎ
さ
ん
が
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
、
頭
で

考
え
て
も
解
決
で
き
な
い
体
の
問
題
を
、「
錐
体
外
路
系
（
無
意
識
）

は
解
決
す
る
力
が
あ
る
」
と
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

４ 

「
び
っ
く
り
す
る
こ
と
」
＝
「
胆
を
潰
す
」

　

― 

シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
で
腰
が
分
ら
な
く
な
っ
た

　

こ
れ
は
、
Ｎ
さ
ん
が
二
番
目
の
子
ど
も
を
妊
娠
し
て
い
た
時
の
個
人

指
導
で
す
。

　

こ
の
時
、
数
カ
月
ぶ
り
の
個
人
指
導
で
し
た
が
、
彼
女
の
身
体
を

観
察
す
る
と
、
腰
椎
の
様
子
が
全
く
は
っ
き
り
し
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
思
い
当
た
る
こ
と
は
、
妊
娠
初
期
に
「
ど
っ
き

り
、
び
っ
く
り
」
し
て
、「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
」
こ
と
が
あ
っ
た

（
意
に
反
す
る
受
け
入
れ
難
い
事
態
に
遭
遇
し
、
そ
の
時
、
不
適
応
な
精

神
状
態
に
陥
っ
た
）
と
、
私
に
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
は
そ
の
日
偶
然
、勤
め
先
の
学
校
で
人
事
資
料
を
目
に
し
、

一
年
生
の
「
担
任
」
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
年
度
か

ら
二
人
担
任
制
と
な
り
、
急
き
ょ
担
任
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

管
理
職
に
「
妊
娠
し
た
こ
と
」
を
伝
え
て
あ
っ
た
の
で
、「
担
任

か
ら
外
れ
る
と
予
想
し
て
い
た
」
た
め
、非
常
に
驚
き
、そ
の
時
「
心

臓
が
ド
キ
ド
キ
し
て
、
気
が
グ
ー
っ
と
上
に
上
が
り
胸
が
詰
ま
る
感

じ
に
な
っ
た
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、「
体
調
不
良
」
の
原
因
と
な
っ
た
情
動
体
験
を
、
私

と
と
も
に
回
想
し
解
消
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　
「
自
分
で
活
元
運
動
も
し
て
み
た
の
で
す
が
、
準
備
運
動
の
時
も

ど
こ
が
腰
椎
な
の
か
が
分
か
ら
な
い
感
じ
で
、
き
ち
ん
と
し
た
運
動

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
の
こ
と
で
す
。
彼
女
は
、
腰
椎
が
ど
こ

か
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

彼
女
の
背
中
に
は
、
き
っ
と
そ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
「
び
っ
く

り
」
し
た
状
態
が
胸
椎
八
番
九
番
と
い
う
と
こ
ろ
に
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
「
そ
の
時
以
来
の
も
の
だ
な
」
と
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

日
本
語
で
は『
胆
を
潰
す
』と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は「
突

然
の
出
来
事
や
予
想
外
の
結
果
な
ど
に
非
常
に
驚
く
」
と
い
う
意
味

で
す
が
、
背
骨
を
観
察
す
る
こ
と
で
そ
の
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

５　

情
動
（
陰
性
感
情
）
に
よ
る
硬
張
り
が

錐
体
外
路
系
の
は
た
ら
き
を
妨
げ
る

　
「
情
動
（
陰
性
感
情
）」
に
よ
る
身
体
の
歪
み
、
そ
れ
は
交
感
神
経

の
興
奮
に
よ
る
「
骨
格
筋
の
緊
張
」
が
体
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
背
中
が
硬
張
る
（
上
体
に
力
が
入
る
）
と
腰
に
き
ち
ん
と
力

が
入
ら
な
く
な
る
の
で
す
。

　

硬
張
り
が
弛
み
、
潜
在
し
て
い
た
興
奮
が
落
ち
着
く
と
、
無
意

識
の
は
た
ら
き
で
あ
る
「
秩
序
回
復
機
能
」
が
十
全
に
働
く
（
＝
活

元
運
動
が
円
滑
と
な
る
）
の
で
す
が
、
こ
れ
を
妨
げ
る
の
が
「
情
動
」

に
よ
る
筋
肉
の
硬
張
り
な
の
で
す
（
硬
張
り
は
皮
膚
か
ら
筋
肉
・
骨
に

至
る
ま
で
す
べ
て
に
顕
れ
る
）。

　

生
理
学
で
は
、
身
体
の
運
動
に
関
す
る
神
経
系
（
運
動
系
）
に
は
、

二
つ
の
回
路
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

意
識
し
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
は
た
ら
き
を
「
錐
体
路
系
」（
随

意
）、無
意
識
に
動
い
て
い
る
は
た
ら
き
を
「
錐
体
外
路
系
（
註
）」（
不
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随
意
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
（
あ
く
び
・
く
し
ゃ
み
・
寝
返
り
な
ど
が
錘

体
外
路
系
の
運
動
）。

（
註
）
錐
体
外
路
系

　
錐
体
路
系
に
よ
っ
て
、
意
志
を
以
っ
て
（
下
肢
で
）

歩
く
こ
と
が
可
能
だ
が
、
こ
の
は
た
ら
き
の
み
で
歩
く
運
動
が
な

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
上
肢
や
体
幹
の
多
く
の
筋
肉
が
調
和
す
る

こ
と
で
、
円
滑
な
歩
行
と
な
る
。
運
動
の
こ
の
よ
う
な
面
を
制
御

し
て
い
る
の
が
錐
体
外
路
（
性
運
動
）
系
。

　

錐
体
外
路
（
性
運
動
）
系
の
機
能
訓
練
で
あ
る
活
元
運
動
で
す
が
、

「
硬
張
り
」
が
強
い
こ
と
で
、
こ
の
「
秩
序
形
成
機
能
」
が
十
分
に

は
た
ら
か
な
い
時
、
本
人
と
し
て
は
「
活
元
運
動
が
き
ち
ん
と
出
な

い
」
と
か
、「
ち
ゃ
ん
と
活
元
運
動
を
す
る
気
に
な
れ
な
い
」
と
い

う
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
個
人
指
導
」
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
不
調
の
理
由

を
振
り
返
り
そ
の
理
由
を
話
す
こ
と
（
話
す
こ
と
は
離
す
こ
と
）
と
、

愉
気
法
（
主
客
一
体
）
に
よ
っ
て
、
無
意
識
の
領
域
に
潜
在
し
て
い

た
感
情
の
表
出
と
と
も
に
筋
の
緊
張
が
弛
む
（
錐
体
外
路
系
の
は
た

ら
き
が
活
発
と
な
る
）
こ
と
で
、
本
来
の
秩
序
が
回
復
す
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
上
体
の
力
が
抜
け
て
、
腰
に
力
が
入
る
状
態
に
な
る
（
腰

で
自
分
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
＝
上
虚
下
実
））
と
、
活
元
運
動
が

円
滑
と
な
っ
て
さ
ら
に
緊
張
が
弛
み
、
体
の
上
で
経
過
し
（
感
情
体

験
を
忘
れ
）
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｎ
さ
ん
の
妊
娠
初
期
に
体
験
し
た
強
い
感
情
を
伴
う
記
憶
も
、
そ

の
時
本
当
の
意
味
で
流
れ
、
過
ぎ
去
っ
て
行
く
の
で
す
。

　

野
口
整
体
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
整
っ
て
い
る
体
」
を
指
導
の
目

的
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

錐
体
路
系
を
主
に
訓
練
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
、
外
路
系
を
訓
練

す
る
こ
と
が
「
本
来
の
体
育
」
で
あ
る
、
と
説
く
の
が
師
野
口
晴
哉

の
思
想
で
あ
り
、
そ
の
行
法
が
活
元
運
動
で
す
。

６　

科
学
の
知
と
は
違
う
禅
の
智
に
つ
い
て

―
「
生
命
の
姿
」
を
身
を
も
っ
て
発
見
す
る
禅
の
態
度

　

こ
こ
二
で
述
べ
て
い
る
内
容
は
、
科
学
の
、
い
わ
ゆ
る
客
観
的
な

見
方
に
よ
っ
て
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
後
三
で
は
、
整
体
指
導
で
観
察
す
る
身
体
、
そ
れ
は
禅
の
智

に
よ
っ
て
捉
え
る
と
こ
ろ
の
「
心
が
顕
れ
て
い
る
体
」（
こ
れ
を
〔
身

体
〕
と
表
記
す
る
）
に
つ
い
て
、指
導
例
を
通
じ
て
述
べ
て
行
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
こ
の
観
方
は
、
科
学
的
、
ま
た
西
洋
的
な
見
方

と
「
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
鈴
木
大
拙
氏
の

文
章
を
挙
げ
ま
す
。
氏
は
「
生
命
」
を
捉
え
る
禅
の
智
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す（『
禅
と
精
神
分
析
』禅
仏
教
に
関
す
る
講
演
）。

三　

禅
仏
教
に
お
け
る
自
己
の
概
念
（
五
七
頁
）

　

科
学
者
と
い
う
も
の
は
、
神
学
者
、
哲
学
者
と
て
も
同
じ
だ
が
、
何

事
も
、
も
の
ご
と
を
客
観
的
に
見
た
が
る
。
そ
し
て
主
観
的
に
な
る
こ

と
を
嫌
う
。
─
─ 

こ
の
主
観
的
と
い
う
こ
と
の
意
味
の
詮
索
は
ま
た

別
の
話
と
し
て 

─
─
。
そ
の
理
由
は
こ
う
だ
。
科
学
者
は
一
つ
の
固

定
し
た
考
え
に
ど
こ
ま
で
も
拘
泥
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
考
え

方
と
は
、
つ
ま
り
何
事
を
述
べ
る
場
合
で
も
そ
れ
が
客
観
的
に
評
価

さ
れ
確
認
さ
れ
な
い
限
り
真
実
で
あ
り
得
な
い
。
単
に
主
観
的
と
か
、

個
人
的
に
経
験
さ
れ
た
だ
け
で
は
真
実
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ

る
。（
科
学
は
客
観
性
・
普
遍
性
を
重
視
す
る
）
が
し
か
し
、
こ
こ
に
一
つ

彼
ら
の
見
落
と
し
て
い
る
点
が
あ
り
は
せ
ぬ
か
。
人
格
と
い
う
も
の
は

必
ず
一
個
の
人
間
の
生
活
の
中
に
如
実
に
生
き
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
概
念
的
に
、
科
学
的
に
定
義
せ
ら
れ
た
も
の
の
中
に
あ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
定
義
と
い
う
も
の
が
い
か
に
精
確
に
、
客
観
的
に

ま
た
は
哲
学
的
に
定
め
ら
れ
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
人
格
が
住
ん
で

い
る
の
は
そ
ん
な
定
義
の
中
で
な
く
て
、
生
き
た
生
命
の
中
に
棲
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
生
命
が
人
間
の
研
究
の
主
題
な
の
だ
。
主
観
的

と
か
客
観
的
と
か
そ
ん
な
こ
と
は
実
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
。
我
々
が

い
の
ち
が
け

0

0

0

0

0

で
取
り
組
む
の
は
〝
こ
の
生
命
と
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
〟

〝
そ
の
生
命
の
姿
は
ど
ん
な
も
の
か
〟
と
い
う
こ
と
を
自
分
自
身
で
身

を
も
っ
て
発
見
す
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
。

（
六
〇
頁
）

　

禅
は
科
学
と
は
違
う
と
言
っ
て
も
、
い
か
な
る
科
学
的
な
実
在
へ

の
方
向
に
対
し
て
も
、
別
に
こ
れ
に
反
対
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
禅
の
側
か
ら
科
学
者
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
科
学

的
な
行
き
方
も
結
構
だ
が
、
実
在
へ
の
道
は
単
に
科
学
的
な
も
の
ば

か
り
で
は
な
い
。
ま
だ
ほ
か
に
一
つ
の
行
き
方
が
あ
る
。
禅
か
ら
す

れ
ば
、
こ
れ
の
ほ
う
が
ず
っ
と
直
接
で
、
内
面
的
で
、
も
っ
と
現
実

的
で
し
か
も
人
間
的
だ
と
言
い
た
い
。
科
学
か
ら
見
れ
ば
こ
の
行
き

方
は
主
観
的
と
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
科
学
が
定
義
し
解
釈
し
て

い
る
よ
う
な
主
観
で
は
な
い
。
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三　

隠
れ
た
も
の
を
観
る

― 

整
体
指
導
で
観
察
す
る
〔
身
体
〕

Ｋ
さ
ん
の
個
人
指
導
例
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
三
日
）

１　

本
人
が
意
識
し
て
い
る
ス
ト
レ
ス

― 

前
回
（
十
一
月
二
十
三
日
）
の
指
導
日
ま
で
の
経
緯

　

個
人
指
導
を
二
年
近
く
定
期
的
に
継
続
し
て
い
る
、
中
学
校
（
病

院
併
設
の
院
内
学
級
）
の
数
学
科
教
師
、
Ｋ
さ
ん
の
指
導
例
で
す
。

　

彼
は
毎
回
、
前
回
の
指
導
内
容
や
、
今
回
ま
で
の
間
に
経
験
し
た

職
業
的
・
家
庭
的
な
こ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
を
、
指
導

三
日
前
に
レ
ポ
ー
ト
提
出
し
て
い
ま
す
（
指
導
中
の
録
音
を
特
別
許

可
し
て
い
る
こ
と
で
）。

　

今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
特
に
中
学
一
年
の
Ｓ
と
い
う
女
生
徒
と

の
「
授
業
で
の
関
係
」
が
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
回
（
十
一
月
二
十
三
日
）
の
指
導
時
に
、
現

在
抱
え
て
い
る
問
題
と
し
て
彼
か
ら
出
た
内
容
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
九
月
か
ら
の
そ
の
顛
末
を
、
改
め
て
報
告
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
「
生
徒
が
授
業
に
遅
れ
て
き
た
り
、
反
抗
的
な
態
度
を
取
っ
た

り
す
る
こ
と
に
手
を
焼
い
て
お
り
、
打
開
策
が
見
い
だ
せ
な
い
」
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
Ｋ
さ
ん
が
Ｓ
に
手
を
焼
い
て
き
た
こ
と
が
表
わ
さ

れ
て
い
る
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
）
九
月
～
十
月
ま
で
の
授
業
の
様
子

　

Ｓ
さ
ん
は
、
九
月
の
初
め
か
ら
院
内
学
級
に
転
入
し
、
私
の
授
業

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
最
初
の
授
業
に
大
き
く
遅

れ
て
き
ま
し
た
。
長
い
入
浴
と
そ
の
後
の
、
髪
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
か

け
る
時
間
の
せ
い
で
、
授
業
に
来
た
の
は
終
了
時
刻
の
十
分
前
で
し

た
。
そ
の
次
の
授
業
も
同
じ
よ
う
に
遅
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
注
意

す
る
と
と
も
に
、
病
棟
の
師
長
に
も
事
の
次
第
を
話
し
て
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
大
き
く
遅
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
五
分
～
十
分
位
遅
れ
る
こ
と
は
度
々
で
し
た
。

　

始
ま
り
の
時
刻
が
い
つ
も
遅
れ
て
授
業
時
間
が
短
く
な
る
の
で
、

私
は
、
Ｓ
さ
ん
の
授
業
で
は
い
つ
も
先
を
急
い
で
焦
っ
て
い
ま
し
た
。

（
二
）
十
一
月
前
半
の
授
業
で
の
様
子

　

私
は
、
授
業
中
の
Ｓ
さ
ん
の
態
度
が
気
に
な
り
始
め
ま
し
た
。
や

り
た
く
な
さ
そ
う
な
、
ふ
て
腐
れ
て
い
る
よ
う
な
態
度
だ
っ
た
の
で

す
。
椅
子
に
は
正
面
よ
り
少
し
横
向
き
に
座
り
、
机
や
椅
子
を
少
し

後
ろ
に
引
い
て
、
私
を
避
け
る
よ
う
な
態
度
を
示
す
の
で
す
。
私
が

何
か
質
問
す
る
と
嫌
そ
う
な
表
情
を
し
て
、
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え
な

い
か
位
の
小
さ
い
声
で
、「
ぼ
そ
ぼ
そ
っ
」
と
言
う
の
で
す
。
私
は

そ
ん
な
Ｓ
さ
ん
の
表
情
や
態
度
を
見
て
い
て
、
日
を
追
う
ご
と
に
不

快
感
が
だ
ん
だ
ん
募
っ
て
い
き
ま
し
た
。

―
―　

・　

―
―　

・　

―
―

（
Ｓ
の
反
抗
的
態
度
の
、
生
育
上
の
、
ま
た
家
庭
的
な
理
由
の
詳
細
は
省
略
）

―
―　

・　

―
―　

・　

―
―

（
三
）
十
一
月
十
八
日
（
火
）
三
校
時
、
遂
に
私
の
不
快
感
を
表
明
し
た

　

こ
の
日
の
授
業
で
は
、
初
め
か
ら
Ｓ
さ
ん
の
態
度
が
気
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
私
は
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

「
Ｓ
さ
ん
の
や
り
た
く
な
さ
そ
う
な
表
情
や
態
度
を
見
て
い
る
と
、

僕
は
と
て
も
不
快
な
気
持
ち
に
な
る
。
何
か
不
満
な
こ
と
が
あ
る
な

ら
言
っ
て
ほ
し
い
。」
と
。
…
Ｓ
さ
ん
の
方
を
向
い
て
、
腹
か
ら
声

を
出
し
て
は
っ
き
り
と
言
い
ま
し
た
。

　

…
Ｓ
さ
ん
は
「
教
科
書
の
大
事
な
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
、
ノ
ー
ト

に
書
く
時
間
を
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
、
前
の
学
校
で
書
い
て

い
た
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
確
か
に
大

事
な
こ
と
の
ま
と
め
が
、
き
れ
い
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
Ｓ
さ
ん
の
要
望
は
も
っ
と
も
だ
」
と

思
え
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
板
書
し
ま
し
た
。

そ
の
後
「
そ
の
他
に
は
？
」
と
聞
い
て
も
答
え
が
な
か
っ
た
の
で
、

今
度
は
私
か
ら
、
授
業
に
遅
れ
な
い
で
来
る
こ
と
や
、
私
に
聞
こ
え

る
よ
う
な
声
で
受
け
答
え
す
る
こ
と
な
ど
、
私
か
ら
の
四
つ
の
要
望

を
話
し
、
そ
れ
を
板
書
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
授
業
は
、
こ
の
や
り
取
り
で
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
費
や

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

※
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
の
個
人
指
導
の
後
半
で
報
告
し
た
こ
と

　

十
八
日
（
火
）
の
三
校
時
の
授
業
で
、
私
は
そ
れ
ま
で
の
自
分
の

不
快
感
（
本
音
）
を
、
Ｓ
さ
ん
に
は
っ
き
り
と
表
明
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
ま
た
互
い
に
要
望
を
出
し
合
っ
た
の
で
、
あ
る
程
度
は

す
っ
き
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
自
分
と
し
て
は
、
こ
れ
で
問
題
が

解
決
す
る
だ
ろ
う
と
思
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
金
井
先
生
か
ら
「
…

何
か
あ
り
ま
し
た
か
？
」
と
問
わ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
よ
う
に
報
告

を
し
ま
し
た
。

（
四
）
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）
三
校
時

　

こ
の
日
も
、
Ｓ
さ
ん
が
授
業
開
始
時
間
に
来
な
か
っ
た
の
で
、
病

室
に
様
子
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
入
浴
し
た
後
、
ち
ょ
う
ど
病
室
に

戻
る
と
こ
ろ
で
、
私
は
、「
い
つ
も
の
と
こ
ろ
で
や
る
か
ら
」
と
一

声
掛
け
て
、
授
業
場
所
に
戻
っ
て
Ｓ
さ
ん
が
来
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｓ
さ
ん
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
掛
け
に
行
っ
て
い
て
、
授
業
に



22　　　朝日カルチャー新宿 講座用教材　2015 年 5 月 30 日（HP 用完全版 V1 の１） 禅文化としての野口整体Ⅰ　野口整体金井流の「心身医学」的解説　　　21

は
二
十
分
ほ
ど
遅
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
待
っ
て
い
る
間
と
て
も

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
し
た
が
、「
こ
こ
で
叱
っ
た
ら
関
係
が
悪
化
す

る
だ
け
だ
」
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
Ｓ
さ
ん
が
来
た
時
に
は
す
ぐ
に

授
業
を
始
め
て
、
と
に
か
く
先
へ
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
Ｓ
さ
ん
の
相
変
わ
ら
ず
の
態
度
に
、「
な
ん
だ
、
全
然
変
わ
っ
て

な
い
な
あ
、嫌
だ
な
あ
。」と
思
い
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、次
回（
十
一

月
二
十
七
日
（
木
）
一
校
時
）
は
Ｓ
さ
ん
が
楽
し
め
る
よ
う
な
授
業
を

し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

・
二
十
七
日
（
木
）
一
校
時

　

私
は
…
、
昨
年
の
公
開
研
究
会
で
や
っ
た
関
数
の
授
業
を
、
Ｓ
さ

ん
に
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
こ
の
日
の
授
業
で
実
践
し
ま
し
た
。

私
に
は
、「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
Ｓ
さ
ん
が
乗
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
い
う
淡
い
期
待
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
関
数

の
授
業
は
生
徒
に
何
度
も
質
問
し
て
、
そ
れ
に
答
え
て
も
ら
い
な
が

ら
授
業
を
進
め
て
い
く
と
い
う
内
容
で
し
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
Ｓ

さ
ん
に
は
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
は
Ｓ
さ
ん
に
何
度

も
質
問
を
し
て
、
そ
の
度
ご
と
に
不
快
感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
の
淡
い
期
待
は
砕
け
散
っ
て
、「
こ
れ
で
も

ダ
メ
だ
っ
た
か
」
と
、
落
胆
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｓ
に
対
す
る
問
題
は
、
彼
が
永
年
の
教
師
生
活
の
中
で
抱

え
て
き
た
問
題
の
典
型
で
、
実
は
Ｓ
に
限
ら
ず
、
過
去
に
も
同
じ
こ

と
が
何
度
も
あ
っ
て
、
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
過
ぎ
て
来
た
の

で
す
。

　

父
母
の
下
で
は
「
安
心
感
」
が
な
く
育
っ
た
Ｋ
さ
ん
は
、
社
会
の

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
と
い
う
こ
と
を
、
と
て
も
大
事
に
し
て
き

た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
、Ｋ
さ
ん
は
生
徒
に
、学
校
の
規
則
に
沿
っ

た
あ
る
べ
き
姿
を
、
強
く
求
め
る
姿
勢
で
教
師
生
活
を
送
っ
て
き
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
は
、
前
回
の
個
人
指
導
（
十
一
月
二
十
三
日
）
の
前
に
提

出
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
と
い
う
こ
と
を
、
と
て

も
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
守
ら
れ
て

幸
せ
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
に
は
、
守
ら
れ
た
い
と
い

う
強
烈
な
思
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
恐

ら
く
私
の
生
い
立
ち
や
育
ち
に
関
係
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
私
は
、
自
分
の
父
母
の
下
で
は
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う

安
心
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
、
社
会
人
と
な
っ
た
私
は
、
職
場
で
そ
の
ル
ー
ル
（
建
前
）

を
守
る
と
い
う
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
ろ
う
と
し
て
、
自
ら
を
雁が

ん
じ
が
ら

字
搦
め
に
し
て
身
動
き
が
で
き
な
く

な
り
、
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
自
分
の
姿
に
気
付
く
こ
と
な

く
生
徒
に
対
し
て
い
た
私
は
、
生
徒
に
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
は
苦
し
く
な
っ
て
私
に

反
発
を
し
、
学
級
が
ま
と
ま
ら
な
い
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

２　

胃
の
痛
み
と
「
ど
壺
に
嵌は
ま

っ
て
い
た
」
身
心
の
状
態

― 

自
我
（
意
識
）
と
分
裂
し
て
い
た
〔
身
体
〕

　

Ｋ
さ
ん
の
個
人
指
導
、
十
二
月
十
三
日
の
こ
と
で
す
。

　

前
回
（
十
一
月
二
十
三
日
）
か
ら
三
週
間
後
の
今
回
の
指
導
は
、「
こ

の
三
週
間
は
毎
日

0

0

胃
が
痛
く
て
、
お
昼
ご
飯
を
抜
い
た
り
お
粥
に
し

た
り
し
て
、
二
キ
ロ
体
重
が
減
り
ま
し
た
。」
と
い
う
、
彼
の
言
葉

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

彼
は
、
Ｓ
と
の
話
し
合
い
が
（
少
し
は
）
で
き
た
こ
と
で
、
そ
の

後
の
授
業
は
「
こ
れ
で
う
ま
く
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
思
い
込
ん

で
い
た
と
こ
ろ
が
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
で
、「
自
分
に
と
っ

て
は
相
当
深
い
問
題
な
の
だ
と
、
再
認
識
し
た
」
と
、
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
導
で
は
、
レ
ポ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
な
い
「
胃
が
痛
い
」

と
い
う
訴
え
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
人
も
気
づ
い
て
い

な
い
、
隠
れ
た
内
容
が
潜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
し
た
（
こ
れ
が
、
指

導
例
の
主
題
）。

　

そ
れ
で
私
は
、
前
回
か
ら
今
回
ま
で
の
間
に
体
験
し
た
、
強
い
「
ス

ト
レ
ス
」
と
な
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
た
か
と
、
重
ね
て

尋
ね
た
の
で
す
。

　

彼
は
「
前
回
こ
ち
ら
に
来
た
の
は
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）
で
す
。

そ
の
前
の
十
八
日
（
火
）
に
は
、
一
度
Ｓ
さ
ん
と
授
業
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
す
っ
き
り
し
た
の
に
、
二
十
五
日
（
火
）
か
ら
の
授
業
で
の
Ｓ

さ
ん
の
態
度
が
相
変
わ
ら
ず
だ
っ
た
の
で
、「
な
ん
だ
、
全
然
変
わ
っ

て
な
い
な
あ
、嫌
だ
な
あ
。」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。」
と
、話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｓ
と
の
事
実
関
係
の
や
り
と
り
を
経
て
（
レ
ポ
ー
ト

を
読
ん
だ
こ
と
と
、
十
二
月
十
三
日
指
導
時
の
Ｋ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
）、

身
体
の
観
察
に
入
っ
た
の
で
す
。

　

身
体
を
観
て
み
ま
す
と
、彼
が
自
分
を
責
め
た
様
子
が
観
察
さ
れ
、

そ
れ
を
告
げ
る
と
、「
俺
の
ど
こ
が
悪
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。」
と
、
彼
は
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
の
本
番
へ
と
入
っ
た
の
で
す
。
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う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
Ｋ
さ
ん
の
背
骨
は
、
さ
も
鎖
が
巻
き
付
い
て

い
る
よ
う
に
感
じ
（
観
え
）
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
れ
は
「
自
縛
」

だ
と
言
い
、「
自
分
を
責
め
た
（
ク
ヨ
ク
ヨ
し
て
い
た
）
こ
と
が
、
鎖

で
自
分
を
グ
ル
グ
ル
巻
い
た
の
で
す
。」
と
、
身
体
に
表
れ
て
い
る

潜
在
意
識
を
読
み
取
り
、
彼
に
解
説
し
た
の
で
す
。

　

私
が
、
こ
の
二
年
近
く
Ｋ
さ
ん
を
観
て
き
た
中
で
、「
ど
壷
に

嵌は
ま

っ
て
い
た
」
と
、
明
確
に
形
容
で
き
る
、
稀
な
状
態
で
し
た
。

　

す
る
と
、
Ｋ
さ
ん
は
「
理
由
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
ま
た
胃
潰

瘍
が
始
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

彼
は
、現
在
五
十
九
歳
な
の
で
す
が
、指
導
申
込
み
の
際
（
二
年
前
）

の
レ
ポ
ー
ト
で
「
三
十
代
後
半
に
胃
潰
瘍
で
入
院
し
た
後
、
半
年
間

通
院
。
四
十
代
後
半
で
は
十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
り
、
ま
た
半
年
間
通

院
。
そ
の
時
に
は
胃
の
ピ
ロ
リ
菌
（
註
）
除
去
の
た
め
抗
生
物
質
を

服
用
（
こ
の
時
は
、
職
場
の
上
司
か
ら
の
圧
力
が
引
き
金
と
な
っ
て
、

と
述
べ
て
い
る
）。」、
そ
し
て
「
潰
瘍
が
治
っ
て
か
ら
も
、
食
事
を

す
る
と
胃
の
辺
り
が
痛
む
こ
と
が
時
々
あ
り
、
慢
性
胃
炎
と
か
、
逆

流
性
食
道
炎
と
か
の
診
断
名
が
つ
い
て
、
食
べ
る
こ
と
が
怖
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。」
と
、
述
べ
て
い
ま
す
。

（
註
）
ピ
ロ
リ
菌

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
の
感
染
は
、
慢
性
胃
炎
、

胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
の
み
な
ら
ず
、
胃
が
ん
な
ど
の
発
生
に

繋
が
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
野
口
整
体
で
は
、
抵
抗
力
（
免
疫
力
）
が
低
下
し
た
場
合
に
、
菌

が
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
考
え
方
（
↓
大
腸
菌
に
因
る
膀
胱
炎
）
。

　

そ
こ
で
、
私
が
「
西
洋
医
学
的
に
は
、
胃
潰
瘍
と
い
う
話
に
な
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
深
層
心
理
学
的
に
は
、
自
分
を
責
め
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。」
と
言
う
と
、
Ｋ
さ
ん
は
「
そ
う
で
す
ね
。

正
に
そ
の
通
り
で
す
。
Ｓ
さ
ん
が
あ
ん
な
に
嫌
な
顔
を
し
て
い
る
ん

だ
か
ら
、
俺
は
よ
っ
ぽ
ど
悪
い
こ
と
を
し
た
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い

ま
し
た
。」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

３　

問
題
解
決
ど
こ
ろ
か
、
大
失
敗
を
し
た
Ｋ
さ
ん

― 

胃
の
痛
み
が
始
ま
っ
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク

「
敗
北
感
」
に
気
付
き
始
め
る

　

私
は
彼
に
仰
向
け
に
な
っ
て
も
ら
い
、そ
の
上
腹
部
左
（
腹
部
第
四
）

に
手
を
当
て
な
が
ら
「
特
に
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
た
時
が
あ
り
ま

し
た
ね
。『
俺
が
悪
い
こ
と
を
し
た
』
と
、本
気
で
思
っ
た
ん
で
し
ょ

う
。
そ
の
時
主
体
性
を
失
っ
た
ん
で
す
」
と
、
話
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
彼
に
正
坐
を
さ
せ
る
と
、
暫
く
の
後
、
Ｋ
さ
ん
は
「
大
体

わ
か
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
の
で
す
。

　
「
十
一
月
二
十
七
日
木
曜
日
で
す
。『
こ
の
子
、
嫌
な
顔
ば
っ
か
り

し
て
い
る
か
ら
、
よ
ー
し
、
面
白
い
授
業
を
や
っ
て
や
ろ
う
。』
と

思
い
、
昨
年
の
公
開
研
究
会
で
や
っ
た
、
自
信
の
あ
る
『
関
数
の
授

業
』
を
Ｓ
さ
ん
に
ぶ
つ
け
た
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
ら
、そ
れ
は
質
問
の
多
い
授
業
だ
っ
た
の
で
、Ｓ
さ
ん
が
、

質
問
に
本
当
に
答
え
た
く
な
さ
そ
う
で
、
最
後
は
『
わ
か
り
ま
せ
ん
』

を
連
発
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
授
業
が
終
わ
っ
た
時
に

『
わ
ー
、
こ
れ
で
も
だ
め
だ
っ
た
か
。
こ
れ
で
、
も
う
や
る
こ
と
が

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
』
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
彼
女
は
そ

の
時
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
強
く
不
快
感
を
示
し
て
い
ま
し
た
か
ら
…
。

　
『
わ
か
ら
な
い
』
を
連
発
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
、『
こ
れ
で
も
ダ
メ
だ
っ

た
か
』
と
、
落
胆
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。」
と
。

　

私
が
「
あ
な
た
は
、
面
白
く
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、

結
果
と
し
て
ま
ず
い
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
と
思
っ
た
ん
で
す

ね
。」
と
（
彼
の
〔
身
体
〕
を
）
形
容
す
る
と
、
彼
は
「
八
方
塞
が
り

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
Ｋ
さ
ん
は「
胃
に
不
調
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
時
」

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
二
十
七
日
の
授
業
に
つ
い

て
は
、
も
ち
ろ
ん
１
に
挙
げ
た
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
に
「
…
そ
の

結
果
、
私
は
Ｓ
さ
ん
に
何
度
も
質
問
を
し
て
、
そ
の
度
ご
と
に
不
快

感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
の
淡
い
期
待
は

砕
け
散
っ
て
、「
こ
れ
で
も
ダ
メ
だ
っ
た
か
」
と
、
落
胆
し
ま
し
た
。」

と
記
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
時
の
レ
ポ
ー
ト
（
こ
の
出
来
事
の
後
「
十
一
月
二
十
七

日
～
十
二
月
十
日
」
の
内
容
に
も
）
に
は
、「
胃
の
痛
み
」
に
つ
い
て

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
に
は
こ
の
時
の
「
落
胆
」
と
「
胃

の
痛
み
」
と
い
う
つ
な
が
り
（
心
身
関
係
）
は
、
こ
の
指
導
時
ま
で

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
七
種
（
捻
れ
型
体
癖
（
註
））
が
強
い
Ｋ
さ
ん
に
と
っ
て
、

こ
の
事
態
は
「
敗
北
感
」
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
心
理
分
析
を
す
る
と
、Ｋ
さ
ん
は
「
…
敗
北
感
、

完
璧
に
負
け
ち
ゃ
っ
た
！
み
た
い
な
。
そ
れ
で
し
た
ね
。」
と
頷

う
な
ず
き
、

私
は
「
敗
北
感
が
、
辛
さ
が
、
胃
の
痛
み
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。

（
註
）
体
癖

　
師
野
口
晴
哉
が
個
人
を
理
解
す
る

0

0

0

0

0

0

0

た
め
に
開
発
し
た
人
間

の
観
方
で
、
身
体
的
特
性
（
体
運
動
・
体
型
）
と
感
受
性
を
一
つ

の
も
の
と
し
て
研
究
し
た
体
系
。

捻
れ
型

　
七
種
・
八
種
が
あ
り
、
七
種
は
勝
と
う
と
し
、
八
種
は

負
け
ま
い
と
行
動
す
る
。
こ
の
よ
う
な
意
欲
が
原
動
力
と
な
る
無

意
識
的
な
感
受
性
を
有
す
る
。
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七
種
は
「
勝
利
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
く
に
意
気
揚
々
と
す

る
の
で
す
が
、
負
け
る
こ
と
に
人
一
倍
弱
い
の
で
す
。
そ
れ
も
そ
の

は
ず
、
彼
が
行
な
っ
た
関
数
の
授
業
は
、
と
っ
て
お
き

0

0

0

0

0

の
も
の
で
、

今
で
は
Ｋ
さ
ん
の
「
十お

は

こ
八
番
（
も
っ
と
も
得
意
な
も
の
）」
と
い
う
も

の
で
し
た
が
、も
の
の
見
事
に
期
待
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
心
理
分
析
を
続
け
た
の
で
す
。

　
「
七
種
は
、
こ
の
よ
う
な
敗
北
感
が
問
題
に
な
る
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
敗
北
感
で
は
な
く
、
達
成
感
と
か
勝
利
し
た
感
じ
を

味
わ
う
こ
と
が
一
番
良
い
ん
で
す
。
逆
に
言
う
と
敗
北
感
に
う
ん
と

弱
い
の
で
…
。そ
れ
は
、勝
利
感
に
強
い
の
と
一
つ
の
こ
と
な
ん
で
す
。

　

ま
た
、も
し
ど
こ
か
で
う
ま
く
行
っ
た
と
か
一
番
を
取
っ
た
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
味
わ
っ
た
ら
、あ
な
た
は
嬉
々
と
す
る
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
「
裏
と
表
」
で
す
か
ら
…
。
そ
う
、
七
種
は
敗
北
感
に
う

ん
と
弱
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
行
き
詰
ま
り
で
す
（
こ
の
よ
う
な
閉
塞

状
況
が
病
気
で
あ
る
）。」

　

Ｋ
さ
ん
は
「
…
は
い
、
行
き
詰
ま
り
感
で
し
た
。」
と
答
え
、
私

は
さ
ら
に
続
け
ま
し
た
。

　
「
極
端
に
言
う
と
、
未
来
が
無
く
な
る
ん
で
す
。
わ
か
り
ま
す
か
？

壁
が
出
来
ち
ゃ
っ
て
、そ
れ
が
、私
が
言
っ
た
鎖
、鎖
で
縛
ら
れ
ち
ゃ
っ

て
い
る
。牢
獄
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
は
胃
が
痛
い
で
す
よ
。

こ
う
い
う
時
に
、『
胃
が
悪
い
』と
捉
え
る
の
が
西
洋
医
学
な
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
そ
こ
だ
け
見
て
他
の

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
ん
で
す
。

　

分
か
り
ま
し
た
か
？
見
方
の
違
い
。

　

こ
れ
は
Ｋ
さ
ん
、『
お
疲
れ
さ
ん
』
と
い
う
感
じ
で
す
よ
、今
日
は
。

…
だ
か
ら
、
瞬
間
の
情
動
に
よ
っ
て
こ
う
な
る
わ
け
で
す
。
二
十
七

日
で
す
か
、
そ
れ
は
魔
の
木
曜
日
で
し
た
ね
。」

　

私
は
そ
の
後
暫
く
の
間
、
活
元
運
動
の
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

４　

病
症
と
、
深
層
心
理
学
的
に
捉
え
る

「
気
・
潜
在
意
識
・
体
癖
」

― 

活
元
運
動
を
通
じ
て
、
自
己
の
内
面
を
捉
え
る

　　

一
通
り
活
元
運
動
が
出
た
後
、
私
は
Ｋ
さ
ん
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ

て
も
ら
い
、「
そ
の
時
の
情
動
が
持
続
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
胃
の

痛
み
が
そ
の
時
に
始
ま
っ
た
。」
と
話
し
か
け
ま
し
た
。

　

Ｋ
さ
ん
は
「
そ
の
授
業
は
自
分
な
り
に
自
信
の
あ
っ
た
授
業
だ
っ

た
ん
で
、
そ
れ
が
、
も
の
の
見
事
に
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ
て
。」
と

答
え
、
そ
の
後
、
私
は
彼
と
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
た
の
で
す
。

（
以
下
の
彼
の
体
癖
に
関
す
る
内
容
は
、
折
に
触
れ
て
話
し
て
き
た
の
で

す
が
、こ
れ
ま
で
、彼
が
確
固
と
自
覚
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

金
井　

と
こ
ろ
が
『
柳
の
下
に
い
つ
も
泥ど
じ
ょ
う鰌
は
い
な
い
』、
そ
の
子

に
は
通
用
し
な
か
っ
た
。
背
骨
の
七
番
で
ど
ー
ん
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
い
ま
す
。
今
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
よ
、
そ
れ
が
（
活
元
運

動
に
よ
っ
て
）。

　

Ｋ
さ
ん
の
敗
戦
だ
っ
た
。

Ｋ　

ま
さ
に
打
ち
砕
か
れ
た
っ
て
感
じ
で
し
た
。

金
井　
（
彼
を
仰
向
け
に
し
て
）
七
種
は
「
勝か
ち

」
に
は
強
い
が
、「
負ま
け

」

に
は
弱
い
。

　

こ
こ
（
心
臓
）
に
、
影
響
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
七
種
は
勝
と
う

と
頑
張
る
で
し
ょ
う
。
打
ち
砕
か
れ
る
と
弱
い
の
！ 

Ｋ　

勝
ち
に
行
き
ま
し
た
ね
、
確
か
に
。「
よ
し
、
こ
れ
で
勝
っ
て

や
る
」
と
思
っ
て
。

金
井　

勝
っ
た
ら
天
ま
で
上
が
っ
ち
ゃ
う
よ
、
凧
が
。
そ
う
い
う
動

物
な
の
、
七
種
は
。
本
当
に
、
天
ま
で
上
が
っ
ち
ゃ
う
よ
、
そ
れ
で

い
い
ん
だ
け
ど
ね
。

　
（
彼
の
左
胸
を
触
り
な
が
ら
）
こ
こ
に
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
、さ
っ

き
わ
か
り
ま
し
た
よ
。
そ
れ
ほ
ど
だ
か
ら
（
胃
の
）
痛
み
が
来
る
ん

で
す
。
心
の
痛
み
な
ん
だ
か
ら
。

Ｋ　

あ
あ
、（
胃
潰
瘍
と
思
っ
た
こ
と
は
）
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん

で
す
か
。

金
井　

こ
う
い
う
情
動
は
、
こ
う
や
っ
て
長
い
こ
と
観
て
い
る
か
ら

言
え
る
の
で
、
今
日
初
め
て
観
た
っ
て
、
こ
う
や
っ
て
説
明
は
で
き

な
い
で
す
。「
身
体
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
だ
よ
」
と
い
う
の
を
、
私

は
本
に
し
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
。

Ｋ　

こ
ん
だ
け
の
痛
み
が
あ
る
っ
て
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
の
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
て
い
た
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。

金
井　

そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
な
た
に
は
落
胆
し
た
と
い
う
意

識
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
そ
の
時
の
情
動
へ
の
意

識
が
薄
い
の
で
す
。「
身
体
感
覚
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
気
と
か
潜
在
意
識
、
体
癖
と
か
、
こ
う
い
う
も
の
を
開

発
し
た
の
が
野
口
先
生
な
の
で
（
野
口
整
体
は
、
こ
の
隠
れ
た
も
の
を

扱
う
）、
こ
う
い
う
こ
と
を
科
学
（
西
洋
医
学
）
に
対
し
て
、
私
は
表

現
し
て
き
た
わ
け
で
す
。今
日
は
Ｋ
さ
ん
、大
事
な
要
素
が
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
。

Ｋ　

要
素
が
？
…
勝
ち
に
行
き
ま
し
た
ね
、
確
か
に
（
金
井　

こ
こ

で
、
そ
の
時
の
内
面
的
な
心
の
は
た
ら
き
を
、
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た 

→
一
２
の
「
自
己
の
内
側
か
ら
の
み
自
己
自
身
を
知
る
よ
う
に
出
来
て
い
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る
（
鈴
木
大
拙
）」）。 

金
井　

勝
ち
に
行
く
ん
で
す
よ
、七
種
は
。そ
れ
で
い
い
ん
だ
け
ど
ね
。

Ｋ　

そ
れ
は
、
あ
ぁ
…
（「
負
け
た
こ
と
」
を
納
得
し
た
）。

金
井　
『
柳
の
下
に
い
つ
も
泥
鰌
は
い
な
い
』。

Ｋ　

そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

金
井　

こ
れ
で
ま
た
、
次
の
戦
い
方
を
勉
強
す
る
ん
だ
よ
！
よ
し
、

う
つ
伏
せ
。

Ｋ　

去
年
の
子
に
は
通
用
し
た
ん
で
す
ね
。（
そ
の
時
の
生
徒
と
は
）

人
間
関
係
が
で
き
て
い
ま
し
た
、
男
の
子
で
（
金
井 

「
Ｓ
と
は
人
間

関
係
が
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
」
と
い
う
「
敗
戦
理
由
」
が
、
彼
の
心

の
内
で
明
確
に
な
っ
た
）。

金
井　

こ
う
や
っ
て
（
臨
床
心
理
（
心
療
）
を
通
じ
て
）、
意
識
し
て

い
な
い
体
癖
を
自
覚
す
る
（「
私
」
を
知
る
）
こ
と
で
、
や
り
直
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
西
洋
医
学
は
、
た
だ
胃
潰
瘍
だ
と
か

診
る
だ
け
だ
か
ら
、人
間
的
に
も
進
歩
し
な
い（
精
神
の
向
上
が
な
い
）

の
で
す
。

　

胃
を
（
機
械
の
）
部
品
と
し
て
見
て
い
る
か
ら
。

　

よ
し
、
坐
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
私
が
や
る
野
口
整
体
で
は
、
こ

う
い
う
〔
身
体
〕
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
（
生
命
の
姿
）
を
伝
え

た
い
と
。
そ
れ
で
諸
学
を
勉
強
し
て
、
文
章
表
現
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
、
Ｋ
さ
ん
が
一
つ
証
明
し
て
く
れ
て
、
私
と
し
て
は
嬉
し
い
ん

だ
け
ど
。
喜
ん
で
い
た
ら
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
。

Ｋ　

こ
ん
な
に
は
っ
き
り
現
れ
る
ん
で
す
ね
（
金
井　

自
分
の
意
識

に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
本
当
の
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
た
と
理
解
し
始
め
た
）。

金
井　

そ
う
で
し
ょ
う
！
こ
の
真
実
は
第
三
者
に
は
わ
か
ら
な
い
ん

で
す
よ
。つ
ま
り
客
観
的
に
共
有
で
き
る
話
で
は
な
い
ん
で
す
。だ
っ

て
「
ど
こ
に
証
拠
が
あ
る
？
」
と
言
わ
れ
て
も
、
第
三
者
に
は
わ
か

ら
な
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
の
こ
こ
に
こ
う
映
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い

う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
う
い
う
（
主
観
的
な
）
世
界
だ
と
い
う

こ
と
を
、
客
観
的
（
理
性
的
）
に
表
現
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

　

あ
な
た
は
シ
ョ
ッ
ク
で
ね
、
将
来
を
失
っ
て
い
た
ん
で
す
、
短
い

間
だ
け
れ
ど
（
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
十
三
日
）。

　

お
疲
れ
さ
ん
で
し
た
。

　

人
っ
て
、
体
癖
も
体
験
す
る
事
実
も
違
う
け
ど
、
み
ん
な
こ
う
い

う
も
の
な
ん
で
す
。
そ
こ
に
は
普
遍
性
が
あ
る
。

５　

自
身
の
内
面
的
な
心
（
意
識
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
）
を

よ
う
や
く
、
本
当
に
理
解
す
る

―
「
胃
の
痛
み
」
は
出
来
事
を
象
徴
し
て
い
る

Ｋ　

こ
の
よ
う
な
心
理
的
な
シ
ョ
ッ
ク
が
、こ
の
よ
う
に
身
体
に
現
れ
て
。

金
井　

そ
う
。

Ｋ　

は
い
。

金
井　

そ
こ
は
「
万
人
の
普
遍
性
」
な
ん
で
す
。

Ｋ　

あ
ー
っ
（
小
声
で
）。
で
、
私
の
、
そ
の
体
癖
と
い
う
の
を
、

あ
ま
り
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
確
か
に
「
こ
れ
で
勝
と

う
！
」
と
思
っ
て
、
勝
負
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。（
金
井　

や
っ
と
、

勝
ち
に
行
っ
た
こ
と
（
七
種
で
あ
る
こ
と
）
を
、
意
識
で
認
め
る
こ
と
が

で
き
た
（
註
））

金
井　

そ
う
、
勝
負
！

Ｋ　

去
年
こ
れ
で
勝
っ
た
ん
だ
か
ら
と
思
っ
て
。

金
井　

も
う
、こ
こ
に
あ
る
札
を
全
部
賭
け
て
、「
丁
半
博
打
」で
す
よ
。

　

そ
れ
で
こ
け
た
。
だ
か
ら
、
勝
ち
た
い
七
種
だ
け
ど
、「
負
け
」

も
楽
し
ま
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。

Ｋ　

よ
っ
ぽ
ど
負
け
た
と
思
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
担
任

に
「（
Ｓ
さ
ん
と
ど
う
関
わ
っ
て
良
い
か
）
教
え
て
下
さ
い
！
」
っ
て
、

本
当
に
素
直
に
言
え
た
ん
で
す
ね
。

金
井　

そ
こ
は
す
ご
い
進
歩
だ
よ
ね
。

Ｋ　

そ
れ
が
、
さ
っ
と
で
き
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
担
任

か
ら
、「
そ
れ
以
上
相
手
を
攻
め
た
ら
関
係
が
悪
化
す
る
か
ら
、
突
っ

込
む
な
。」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

　
「
止
め
て
お
け
」
と
言
わ
れ
、
踏
み
止
ま
っ
て
離
れ
て
考
え
て
み

た
ら
、「
そ
う
だ
、
俺
が
こ
う
や
っ
て
次
か
ら
次
に
質
問
攻
め
に
し

ち
ゃ
う
か
ら
、
Ｓ
さ
ん
が
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

に
、
初
め
て
気
が
付
い
た
ん
で
す
。
自
分
の
相
手
に
迫
る
〝
硬
さ
〟

（
註
）
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
初
め
て
分
か
っ
た
ん
で
す
（
そ
の
迫
る

と
い
う
の
が
「
勝
ち
を
急
い
で
い
る
」
こ
と
）。

（
註
）
十
一
月
二
十
三
日
の
指
導
時
に
、
家
族
的
な
問
題
（
長
男
へ
の
姿
勢
）

で
、
私
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
「
表
現
の
硬
さ
」
。

金
井　
「
表
現
の
硬
さ
」
を
自
覚
で
き
た
の
は
、
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
し
か
し
、二
十
七
日
の
授
業
時
に
は
、強
く
「
敗
北
感
」
が
あ
っ

た
ん
で
す
。

Ｋ　

そ
れ
は
強
烈
で
し
た
ね
。

金
井　

強
烈
に
あ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
解
消
さ
れ
て
い
れ
ば
良

い
の
で
す
が
…
。

Ｋ　

そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
留
め
た
ま
ま
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

金
井　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。留
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

Ｋ　

気
が
付
い
て
な
い
で
す
。そ
れ
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た（
敗

北
感
に
よ
っ
て
身
体
に
影
響
が
あ
っ
た
（
＝
意
識
で
き
な
い
ス
ト
レ
ス
））
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と
は
、
気
が
つ
か
な
か
っ
た
で
す
。
は
い
。

金
井　

内
側
で
、
何
と
な
く
モ
ヤ
モ
ヤ
が
続
い
て
い
た
感
じ

0

0

は
分
か

り
ま
す
よ
ね
。

Ｋ　

は
い
、
そ
れ
は
ず
う
っ
と
で
し
た
。

金
井　

そ
れ
が
身
体
感
覚
で
す
か
ら
ね
。

Ｋ　

こ
の
三
週
間
！

金
井　

と
い
う
よ
り
、
二
十
七
日
以
来
で
す
か
ね
。

Ｋ　

な
る
ほ
ど
、
か
な
り
明
確
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
敗
北
感
で
し
た
ね
。
な
る
ほ
ど
ね
…
。

（
註
）
こ
こ
ま
で
来
て
、
よ
う
や
く
Ｋ
さ
ん
が
、
本
当
に
自
分
自
身
を
捉

え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
何
故
か
。
脱
力
が
不
十
分
だ
と
、
自
己

と
の
対
話
が
可
能
に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
意
識
が
外
に
向
か
っ
た

ま
ま
で
、
自
身
の
潜
在
意
識
（
身
体
）
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

な
い
。

金
井　

そ
の
感
覚
と
自
分
が
一
つ
に
な
っ
て
、
過
ぎ
去
る
（
興
奮
が

鎮
ま
る
）の
を
待
つ
こ
と
で
、出
来
事
全
体
を
象
徴
す
る「
胃
の
痛
み
」

も
経
過
す
る
の
で
す
。

Ｋ　

は
い
、
す
ご
く
は
っ
き
り
し
ま
し
た
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四　

心
（
身
・
息
）
を
調
え
る
こ
と
を
忘
れ
た
現
代
人
は

頭
で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
混
迷
す
る

１　

脱
力
に
よ
る
無
心
、
目
的
の
な
い
行
為
・
禅

― 

活
元
運
動
に
よ
っ
て
「
頭
が
抜
け
る
」
と
い
う
変
性
意
識

〝
す
る
〟
の
で
は
な
い
〝
な
る
〟

　

一
月
二
十
四
日
（
土
）
Ｋ
さ
ん
の
個
人
指
導
時
、
活
元
運
動
を
終

え
た
後
の
私
の
話
を
、
彼
が
起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

金
井　

こ
う
や
っ
て
力
が
抜
け
て
い
く
と
身
体
っ
て
ク
タ
ク
タ
で

し
ょ
。

Ｋ　

は
い
。

金
井　

脱
力
し
て
行
く
と
こ
う
い
う
も
の
な
の
で
す
。
よ
し
、
よ
ろ

し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｋ　

大
分
（
頭
に
）
ク
ラ
ク
ラ
来
ま
し
た
。

金
井　

身
体
は
ク
タ
ク
タ
で
、
頭
は
ク
ラ
ク
ラ
で
す
ね
。
脱
力
す
る

と
こ
う
い
う
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
が
「
身
心
と
も
に
放
下
」
で
す
。

Ｋ　

こ
れ
で
い
い
わ
け
で
す
ね
。

金
井　

そ
う
そ
う
。
子
ど
も
の
時
は
み
ん
な
、
柔
ら
か
く
て
ク
タ
ク

タ
だ
っ
た
の
で
す
。
赤
ん
坊
の
時
は
。

Ｋ　

そ
う
で
す
ね
、
自
分
の
子
ど
も
を
触
っ
た
時
も
、
確
か
に
ク
タ

ク
タ
し
て
い
ま
し
た
。

金
井　

そ
う
そ
う
。

Ｋ　

そ
こ
に
戻
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
ね
。

金
井　

そ
う
そ
う
。
大
人
は
い
つ
も
、
ず
っ
と
そ
う
し
て
は
い
ら
れ
な

い
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
時
間
を
持
て
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
う
す
る
と
復
活
す
る
の
で
す
。

Ｋ　

そ
う
い
う
時
間
は
持
と
う
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
持
て

て
も
い
な
か
っ
た
で
す
。
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
で
す
、
そ
う
い
う

時
間
が
必
要
だ
と
は
。

金
井　

結
局
充
電
と
い
う
こ
と
で
す
。
無
心
と
い
う
の
は
脱
力
す
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
野
口
整
体
な
ら
で
は
で
す
。
禅
の
坊
さ
ん
が
、

こ
こ
ま
で
そ
う
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

　

脱
力
す
れ
ば
、
背
骨
は
ス
ー
ッ
と
真
っ
直
ぐ
に
な
る
の
で
す
（
師

野
口
晴
哉
は
、
こ
の
こ
と
を
「
無
心
と
な
っ
て
整
う
」
と
言
わ
れ
た
）。

Ｋ　

そ
れ
は
す
ご
い
知
恵
で
す
ね
。

金
井　

そ
う
で
す
ね
、
つ
ま
り
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
の
で
す
。
中
で
何

か
ソ
フ
ト
が
い
ろ
い
ろ
動
い
て
い
た
も
の
（
雑
念
）
が
ゼ
ロ
に
な
る

と
、
背
骨
っ
て
ス
ー
と
真
っ
直
ぐ
に
な
る
の
で
す
。
坐
禅
で
は
真
っ

直
ぐ
に
〝
す
る
〟（
立
腰
し
て
背
骨
を
伸
ば
す
）
の
で
す
が
、
こ
う
い

う
方
法
だ
と
〝
な
る
〟
わ
け
で
す
。

　
〝
す
る
〟
の
で
は
な
く
〝
な
る
〟
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
が
、
野
口

整
体
を
長
く
や
っ
て
い
て
「
あ
あ
そ
う
だ
」
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
人
で
や
っ
て
い
て
そ
う
な
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
知
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
脱
力
し
き
っ
た
ら
、
本
来
の
真
っ
直
ぐ
に
な
る
の
で
す
。

そ
れ
で
、
ま
た
新
た
に
自
分
を
、
社
会
的
に
使
っ
て
行
け
ば
よ
い
の

で
す
。

Ｋ　

す
ご
い
知
恵
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
知
ら
な
い
で
す
も
の

ね
、
一
般
社
会
の
皆
さ
ん
は
。

金
井　

そ
う
で
す
ね
。
私
も
長
い
こ
と
や
っ
て
い
て
わ
か
っ
た
の
で

す
が
、
と
に
か
く
脱
力
し
て
頭
の
中
が
抜
け
て
し
ま
う
と
真
っ
直
ぐ

に
〝
な
る
〟
の
で
す
。〝
す
る
〟
の
で
は
な
い
、〝
俺0

が
す
る
〟
の
で

は
な
い
の
で
す
。

Ｋ　

そ
こ
に
向
か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

２　

体
を
整
え
る
こ
と
で
心
の
力
を
啓
く
整
体
指
導

― 

人
生
上
の
問
題
は
自
己
の
「
心
の
力
」
で
解
決
さ
れ
る
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中
巻
第
六
章
一 

１

　

静
岡
県
熱
海
市
で
整
体
指
導
を
始
め
た
の
は
一
九
七
二
年
八
月
の

こ
と
で
す
。
や
が
て
一
九
九
一
年
の
春
、
来
宮
神
社
か
ら
ず
っ
と
上

が
っ
た
高
台
に
道
場
を
構
え
ま
し
た
。

　

一
九
九
八
年
二
月
に
は
、
満
五
十
歳
を
機
に
、
師
野
口
晴
哉
に
倣な

ら

い
「
気
・
自
然
健
康
保
持
会
」
を
設
立
す
る
意
欲
を
持
つ
に
至
り
、

や
が
て
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
は
一
般
社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
整
体
に
は
「
体
の
不
調
」
を
訴
え
る
人
が
多
い
と
思
う
の
で

す
が
、当
会
で
は
「
心
の
悩
み
」
を
抱
い
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
中
で
積
極
的
な
人
は
「
い
か
に
生
き
る
か
」
と
い
う
道
を
求
め

て
く
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
増
え
て
き
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
、
現
代
で

は
多
く
の
人
が
、自
分
が
直
面
す
る
問
題
に
、頭
（
自
我
の
力
（
理
性
））

だ
け
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

意
識
の
中
だ
け
で
ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
て
、
無
意
識
（
身
体
）
の
世
界

を
識
ら
な
い
た
め
に
（
心
の
世
界
が
）
大
変
狭
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
心
理
的
表
現
で
す
が
、
身
心
的
に
言
う
と
、
問
題
が
起
き

た
時
、心
（
身
）
を
「
落
ち
着
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
で
（
＝

動
揺
し
た
ま
ま
）、
そ
の
出
来
事
な
り
事
情
を
解
決
す
る
方
へ
手
段
を

め
ぐ
ら
す
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

言
い
換
え
る
と
、
心
（
潜
在
意
識
）
の
あ
り
よ
う
を
内
省
し
、
身

体
（
姿
勢
）
を
調
え
る
（「
上
虚
下
実
」
の
状
態
に
な
る
）
こ
と
を
せ
ず
、

頭
（
顕
在
意
識
）
で
対
処
し
よ
う
と
の
み
す
る
の
で
す
（
調
身
・
調
息
・

調
心
を
知
ら
な
い
）。

　
「
天
風
哲
学
」（
下
巻
で
詳
述
）
を
創
始
し
た
中
村
天
風
師
は
、
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
「
カ
ル
マ
・
カ
ギ
ュ
派
」
の
第
十
五
世
管
長
・
カ
リ
ア
ッ

パ
師
の
下
で
修
行
を
積
み
、
心
を
啓
き
、
悟
り
を
得
ま
し
た
。

　

天
風
師
は
、「
お
よ
そ
人
生
の
一い

っ
さ
い切
の
事
件
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
の

す
べ
て
が
自
己
の
心
の
力
で
解
決
さ
れ
る
。
心
の
力
こ
そ
は
生
命
の

内
部
光
明
で
あ
る
。」
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（『
心
に
成

功
の
炎
を
』
財
団
法
人
天
風
会 

一
九
九
四
年
）。【

訓
言
三
】（
三
九
〇
頁
）

　

あ
な
た
方
は
た
い
て
い
、
何
と
か
し
て
自
分
の
現
在
の
失
望
、
落

胆
し
た
こ
と
を
取
り
戻
そ
う
と
、
そ
の
出
来
事
な
り
事
情
を
解
決
す

る
方
へ
手
段
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
先
決
問
題
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。
そ

れ
が
間
違
い
な
ん
だ
よ
。

　

一
番
必
要
な
こ
と
は
、
も
し
も
こ
の
出
来
事
に
対
し
て
意
気
を
消
沈

し
、
意
気
地
を
な
く
し
て
し
ま
え
ば
、
自
分
の
人
生
は
、
ち
ょ
う
ど
流

れ
の
中
に
漂
う
藁わ
ら

く
ず
の
よ
う
な
人
生
と
な
っ
て
、
人
間
の
生
命
の
内

部
光
明
が
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
し
ん
か
ら
思
わ
な
き
ゃ
い
け

な
い
ん
だ
。
失
望
や
落
胆
を
し
て
い
る
気
持
ち
の
方
を
顧
み
よ
う
と
は

し
な
い
で
、
失
望
、
落
胆
を
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
や
事
情
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
ほ
う
を
先
に
す
る
か
ら
、
い
つ
で
も
物
に
な
り
ゃ
し
な
い
。

と
、
人
生
上
の
問
題
は
自
己
の
「
心
の
力
」
で
解
決
さ
れ
る
と
説
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の「
心
の
力
」と
は
身
体（
潜
在
意
識
・
無
意
識
）に
あ
る
の
で
す
。

　

東
洋
宗
教
（
禅
）
文
化
に
は
「
調
身
・
調
息
・
調
心
」
と
い
う
行
法

が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
に
よ
る「
心
の
力
」、ま
た「
肚
」と
い
う
も
の（
＝

無
意
識
・
魂
）
の
働
き
に
、
現
代
の
日
本
人
は
無
関
心
な
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
、
師
野
口
晴
哉
は
「
意
識
だ
け
の
世
界
で
呻し

ん
ぎ
ん吟

し

て
（
あ
え
い
で
）
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
言
う
と
「
頭
が
心
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
、
現
代
人
は
、
考
え
る
こ
と
の
み
が
心
の
は
た
ら
き
と
思
い
込

む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
（
感
じ
る
こ
と
は
心
で
は
な
く

な
っ
た
）。

　

こ
れ
は
、
敗
戦
後
の
日
本
社
会
全
体
の
変
化
で
あ
り
、
遠
く
は
明
治

以
来
の
近
代
化
に
よ
る
も
の
で
、
背
景
に
近
代
科
学
が
あ
る
の
で
す

（
西
洋
近
代
に
お
い
て
、
心
と
は
理
性
と
い
う
意
識
と
な
っ
た
）。

３　

内
側
を
整
え
る
「
禅
文
化
と
し
て
の
野
口
整
体
」

― 

自
分
が
変
わ
れ
ば
世
界
が
変
わ
る

三　

隠
れ
た
も
の
を
観
る

― 

整
体
指
導
で
観
察
す
る
〔
身
体
〕

Ｋ
さ
ん
の
個
人
指
導
例
（
二
〇
一
四
年
十
二
月
十
三
日
）

の
文
章
を
、
二
月
二
十
四
日
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

う
し
た
ら
翌
二
十
五
日
に
、
期
せ
ず
し
て
Ｋ
さ
ん
か
ら
、
以
下
の
内

容
（
個
人
指
導
が
三
年
目
に
入
っ
た
二
月
十
四
日
の
指
導
に
対
す
る
レ

ポ
ー
ト
）
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
指
導
例
の
ま
と
め
と
し
て

置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
（
以
下
の
内
容
は
Ｋ
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部

を
推
敲
加
筆
し
た
も
の
で
す
）。

Ｋ
さ
ん
の
「
只し

か
ん管
打だ

ざ坐
」

― 

二
月
十
四
日
の
個
人
指
導
（
四
十
九
回
目
）
を
受
け
終
え
て

　

今
回
は
、
個
人
指
導
の
前
半
に
金
井
先
生
が
話
し
て
下
さ
っ
た
こ

と
の
中
か
ら
私
の
心
に
残
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
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の
自
分
な
り
の
思
い
や
考
え
を
、
今
回
が
三
年
目
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
書
い
て
み
ま
し
た
。

金
井　

Ｋ
さ
ん
の
感
想
文
を
昨
日
と
今
日
、
前
の
も
含
め
て
読
ん
で

い
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
世
界
は
外
側
の
問
題
（
外
界
）
な
の
で

は
な
く

0

0

、
つ
ま
り
自
分
の
（
顕
在
）
意
識
に
あ
る
、
直
面
し
て
い
る

こ
と
と
い
う
、
そ
う
い
う
問
題
を
ど
う
こ
う
す
る
世
界
な
の
で
は
な

く
て
、「
内
側
の
世
界
の
問
題
（
内
界
）
な
の
だ
」
と
、思
い
ま
し
た
。

Ｋ　

私
も
、
だ
ん
だ
ん
そ
ち
ら
の
方
に
、
意
識
が
向
い
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

金
井　

中
村
天
風
師
は
「
現
代
人
は
、
抱
え
た
問
題
を
ど
う
し
よ
う

こ
う
し
よ
う
と
だ
け
考
え
て
い
て
、
自
分
の
心0

の
こ
と
を
一
切
考
え

て
い
な
い
。」
と
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
（
２
）。

　

天
風
哲
学
は
、
天
風
師
自
身
の
反
省
か
ら
生
ま
れ
た
思
想
で
す
。

結
核
を
治
す
べ
く
渡
米
し
医
学
を
修
め
、
さ
ら
に
渡
欧
し
「
教
え
」

を
求
め
た
が
得
ら
れ
ず
、
死
を
覚
悟
し
た
後
の
、
運
命
的
な
出
会
い

と
な
っ
た
カ
リ
ア
ッ
パ
師
か
ら
教
わ
っ
た
、「
自
身
の
心
の
あ
り
よ

う
（
自
然
治
癒
力
の
働
き
を
損
な
う
心
）
と
病
が
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と

い
う
真
理

0

0

を
得
て
の
教
え
な
の
で
す
。

　

天
風
哲
学
を
知
っ
た
当
時
、
私
は
師
野
口
晴
哉
の
思
想
と
質
に
お

い
て
同
じ
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
東
洋
宗
教
の
本

来
の
意
義
で
す
。
下
巻
で
は
、
天
風
哲
学
を
主
題
と
し
た
章
が
で
き

て
い
ま
す
。

Ｋ　

今
、
私
が
日
々
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
自
分
の
身

心
を
如
何
に
整
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
こ
の
一
年
間
は
、
夜

寝
る
前
に
三
十
分
、
朝
起
き
た
時
に
三
十
分
、
ほ
ぼ
毎
日
活
元
運
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
月
に
二
回
は
金
井
先
生
の
個
人
指
導
を

受
け
、
そ
の
他
の
週
の
土
日
の
ど
ち
ら
か
で
は
、
ど
こ
か
の
活
元
指

導
の
会
に
参
加
し
て
、
活
元
運
動
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。
個
人
指

導
に
つ
い
て
は
、受
け
た
後
に
毎
回
レ
ポ
ー
ト
も
書
い
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
こ
こ
ま
で
時
間
と
労
力
と
お
金
を
掛
け
て
熱
心
に
取
り
組
ん

だ
の
は
、
私
の
六
十
年
の
人
生
で
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
そ
の
取

り
組
み
方
は
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
が
ん
ば
っ
た
と
い
う
よ
う
な
感

じ
で
は
な
く
て
、
意
外
と
自
然
体
で
、
気
楽
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
、
た
だ
ひ
た
す
ら

0

0

0

0

0

0

自
分
自
身
の
身
心
を
整
え
る
と
い

う
取
り
組
み
の
結
果
、
自
分
の
身
辺
に
起
こ
る
様
々
な
問
題
が
、
自0

ず
と
解
決
の
方
向
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

導
か
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　

潜
在
意
識
に
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
、
負
の
感
情
が
滞
っ
た
ま
ま
の
不

整
体
の
身
心
で
は
、
ま
ず
は
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
以
前
の
私
は
思
い
込
み
が
と
て
も
強

く
、
常
に
否
定
的
、
悲
観
的
に
、
そ
し
て
時
に
は
被
害
者
意
識
を
持
っ

て
物
事
を
捉
え
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
物
事
の
捉
え
方
で
は
、
当

然
と
し
て
適
確
な
対
処
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

４　

こ
れ
ま
で
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て

― 

Ｋ
さ
ん
の
手
記 

Ⅰ

　

こ
の
二
年
、
私
が
ど
の
よ
う
に
活
元
運
動
（
ま
た
個
人
指
導
）
に

取
り
組
み
、
そ
う
し
て
、
自
身
と
周
囲
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

て
き
た
の
か
を
述
べ
て
み
ま
す
。

・
活
元
運
動
へ
の
取
り
組
み

　

夜
寝
る
前
に
、
正
坐
し
て
活
元
運
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

こ
こ
一
年
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
は
個
人
指
導
の
中
で
、
寝
る
前
に
身
体

を
弛
め
て
そ
の
日
の
偏
り
を
解
消
し
、「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
こ

と
で
熟
睡
を
図
る
」
大
切
さ
を
、
金
井
先
生
に
、
は
っ
き
り
と
言
葉

で
説
い
て
い
た
だ
い
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
私
の
寝
る
前
の
過

ご
し
方
は
、
十
時
頃
に
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
て
布
団
に
入
り
、
ス
タ

ン
ド
の
明
か
り
を
付
け
て
夕
刊
を
一
時
間
ほ
ど
読
み
、
眠
く
な
っ
た

ら
そ
の
ま
ま
明
か
り
を
消
し
て
眠
り
に
就
く
と
い
う
も
の
で
し
た

（
寝
る
直
前
に
頭
を
使
う
こ
と
＝
×
）。

　

寝
る
前
の
活
元
運
動
を
始
め
た
頃
は
、
椅
子
に
座
っ
て
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
金
井
先
生
か
ら
「
正
坐
し
て
や
っ
た
方
が
よ

い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
は
正
坐
し
て
や
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
夜
寝
る
前
の
活
元
運
動
を
続
け
て

い
る
と
、
朝
の
目
覚
め
方
や
目
覚
め
た
時
の
身
体
の
感
じ
が
違
う
と

い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
以
前
と
比
較
す
る
と
、
自
然
に
目

が
覚
め
て
、
楽
に
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
以
前
は
目
覚

ま
し
時
計
で
起
き
て
い
た
）。

　

ま
た
活
元
指
導
の
会
で
は
、
自
宅
で
の
活
元
運
動
の
三
倍
ほ
ど
の
時

間
を
か
け
る
た
め
、
そ
の
先
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
旦
終
え

て
は
繰
り
返
し
行
う
毎
に
、身
体
の
力
が
抜
け
て
軽
く
な
っ
て
い
き
、

動
き
も
滑
ら
か
に
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。
良
い
活
元
運
動

が
出
た
時
に
は
、
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
切
っ
た
心
地
良
い
脱
力

感
で
、無
心
に
近
い
状
態
と
言
っ
て
良
い
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
個
人
指
導
の
中
で
、
私
は
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
新
た
な
動

き
や
大
き
な
動
き
を
体
験
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
動
き
を
活
元
指

導
の
会
で
追
体
験
し
、
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
自
ら
の
身
体
に
定

着
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
は
、
金
井
先
生
の
指
導
（
誘
導
）
無
く
し
て
は
で
き
な
い
こ
と

で
す
が
、
頭
が
極
度
に
弛
む
と
い
う
体
験
を
し
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し
て
、
強
烈
な
吐
き
気
と
目め

ま
い眩
を
催
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
（
金
井 

頭
の
緊
張
が
強
い
場
合
）。
そ
う
い
う
状
態
に
な
る
と
、

常
日
頃
考
え
て
ば
か
り
い
る
自
分
の
頭
は
、
完
全
に
思
考
停
止
（
自
我

の
一
時
的
消
失
）
に
な
り
、
身
心
共
に
完
全
脱
力
状
態
に
な
っ
て
、
無

心
状
態
を
強
制
的
に
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、

金
井
先
生
の
個
人
指
導
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
貴
重
な
体
験
で
す
。

　

私
は
、
今
回
の
よ
う
な
問
題
（
三
の
生
徒
Ｓ
と
の
関
係
）
を
抱
え

た
時
に
、
そ
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
正
に
〝
寝
て
も
覚
め
て
も
〟
と
い
う

状
態
で
す
。
そ
う
い
う
時
、「
こ
の
苦
し
い
中
で
、
今
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
？
」
と
自
ら
に
問
う
た
時
、
そ
の
答
え
が
、
私
の
場

合
「
活
元
運
動
」
だ
っ
た
の
で
す
。
（
金
井 

「
意
識
を
閉
じ
て
無
心
に

聞
く
」
野
口
晴
哉
）

五　

Ｋ
さ
ん
の
体
験
談 

Ⅱ

１　

こ
れ
ま
で
の
二
年
間
を
振
り
返
っ
て

― 

Ｋ
さ
ん
の
手
記 

Ⅱ

①
息
子
と
の
関
係
の
改
善

　

昨
年
の
十
月
末
に
は
、
息
子
か
ら
高
校
を
休
学
し
た
い
と
い
う
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、
私
と
妻
を
交
え
て
話
し
合
っ

て
い
る
最
中
に
、
息
子
が
私
の
感
情
的
な
言
葉
に
刺
戟
さ
れ
て
、
グ

ラ
ス
を
床
に
投
げ
付
け
、玄
関
の
陶
器
製
の
傘
立
て
を
投
げ
て
割
り
、

外
に
出
て
行
く
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
れ
以
後
は
、
学
校
に
関
す
る
話
し
合
い
を
拒
否
す
る
な

ど
、
私
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
悪
い
事
態

（
息
子
が
初
め
て
反
抗
心
を
む
き
出
し
に
し
た
行
動
に
出
る
）
が
次
々
と

起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
私
の
感
情
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
に
上

下
し
、
息
子
の
ち
ょ
っ
と
し
た
態
度
や
言
動
、
事
態
の
推
移
に
、
一

喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
正
に
主
体
性
を
失
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
ん
な
中
で
も
、
私
は
日
々
の
活
元
運
動
と
週
に
一
回
の

活
元
指
導
の
会
へ
の
参
加
、
月
に
二
回
の
個
人
指
導
は
欠
か
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
事
態
の
推
移
と
共
に
、
自
分
の
内
に
起
こ
る
感

情
の
一
喜
一
憂
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
感
じ
取

り
な
が
ら
、
そ
の
時
そ
の
場
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
（
考
え
が
ま
と

ま
っ
た
り
、
思
い
つ
い
た
こ
と
）
を
一
つ
一
つ
実
行
し
、
対
処
し
て

行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
よ
く
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
夜
は
「
ど
う
な
る
こ
と
か
」

と
不
安
や
心
配
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
日
の
朝
、
目
が
覚
め

た
時
に
「
こ
う
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
か
、「
そ
れ
は
こ

う
い
う
意
味
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い
う
、
思
い
付
き
の
よ
う
な
も

の
が
浮
か
ん
だ
こ
と
で
し
た
。大
抵
の
場
合
、そ
の
思
い
付
き
に
従
っ

て
言
動
す
る
と
結
果
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

以
前
は
、
目
が
覚
め
る
と
昨
夜
ま
で
の
不
安
や
心
配
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
て
、
行
き
詰
ま
り
感
を
覚
え
な
が
ら
、
否
定
的
、
悲
観
的

に
考
え
始
め
て
、
不
安
や
心
配
が
更
に
雪
だ
る
ま
の
よ
う
に
膨
ら
ん

で
行
っ
て
、
一
層
苦
し
く
な
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。

　

し
か
し
今
回
実
行
で
き
た
こ
と
は
、
例
え
ば
、
息
子
が
学
校
に
関
す

る
話
し
合
い
を
拒
否
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
が
、
息
子
の
態
度
か
ら

「
本
当
は
休
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
け
ど
、
言
い
だ
せ
な
い
で
い
る

の
だ
な
」
と
判
断
し
た
私
は
、
息
子
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
お
前
が
本
当
に
休
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
Ｏ

Ｋ
だ
か
ら
ね
。
お
父
さ
ん
は
、
い
つ
で
も
お
前
の
応
援
団
長
で
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
よ
。」と
、自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に
書
き
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ
ま
で
の
妻
と
の
再
三
の
話
し
合
い
の
中
で
、
本
心
か
ら

そ
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
手
紙
は

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
思
い
を
込
め
て
書
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
が
は
っ
き
り
し
て
、
そ
れ

を
打
ち
出
し
て
言
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
中
に
自
信
の
よ

う
な
も
の
が
少
し
ず
つ
で
き
て
行
き
ま
し
た
。
正
に
〝
主
体
性
を
取

り
戻
し
た
〟
と
い
う
感
じ
が
し
た
の
で
し
た
（
金
井 

こ
れ
を
「
主
体

的
自
己
把
持
」
と
い
う
）。

　

そ
し
て
二
月
の
下
旬
に
は
、
息
子
は
、
私
と
い
っ
し
ょ
に
、
池
袋

の
活
元
指
導
の
会
に
参
加
し
ま
し
た
（
徳
田
君
へ
の
息
子
さ
ん
の
話

　

普
段
、
家
に
い
る
父
は
、
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
て
、
怒
っ
た
り
、
機
嫌

が
悪
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
活
元
会
に
行
っ
て
来
る
と
、
い
つ
も

と
は
ま
る
で
違
っ
て
、
と
て
も
機
嫌
が
良
い
。
ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
？

な
に
を
や
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
？
と
思
い
、
そ
れ
を
自
分
の
目
で
確
か
め
て

み
た
く
な
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
も
す
ぐ
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
を
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。）。
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半
年
前
に
は
「
お
父
さ
ん
と
同
じ
こ
と
は
し
た
く
な
い
」
と
言
っ

て
い
た
息
子
で
し
た
の
で
、
私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
息
子
の
変

容
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

三
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
話
を
す
る

の
が
と
て
も
楽
し
い
」
と
言
っ
て
、
夜
に
な
る
と
食
堂
で
、
私
と
は

一
時
間
位
、
妻
と
は
二
時
間
位
、
話
を
し
て
い
ま
す
。「
そ
の
内
容

は
？
」
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
世
間
話
も
し
ま
す
が
、
自
分
が
「
何

故
不
登
校
に
な
っ
た
か
」と
か
、「
何
故
テ
レ
ビ
依
存
症
に
な
っ
た
か
」

と
か
い
う
よ
う
な
、
自
分
の
内
面
を
探
っ
て
の
精
神
的
な
話
を
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。

②
身
心
を
整
え
る
こ
と
が
も
た
ら
す
こ
と

　

私
は
こ
の
間
、
も
が
き
苦
し
み
な
が
ら
も
、
長
男
の
こ
と
に
つ
い

て
は
同
伴
者
で
あ
る
妻
と
ト
コ
ト
ン
話
し
合
っ
て
協
力
し
、
何
と
か

今
日
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
妻
と
こ
の
よ
う
に
深
く
関
わ
っ
た
の

は
、
結
婚
し
て
か
ら
初
め
て
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
数

年
前
か
ら
始
ま
っ
た
息
子
の
不
登
校
と
い
う
問
題
が
、
結
果
的
に
私

と
妻
の
そ
し
て
息
子
と
の
絆
を
強
く
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
、
今
は
思
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
近
、
ふ
と
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
妻
を

怒
鳴
り
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
腹
が
立
つ
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
以
前
の
よ

う
に
怒
り
を
上
乗
せ
し
て
過
剰
に
怒
る
、
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
以
前
は
、
私
は
妻
の
ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
や
至
ら
な

さ
に
刺
戟
さ
れ
て
怒
り
が
爆
発
し
、妻
を
怒
鳴
り
付
け
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
う
い
う
自
分
に
呆
れ
て
は
落
ち
込
む
、
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、「
こ
の
こ
と
は
自
分
の
人
生

に
お
け
る
大
問
題
だ
」
と
の
認
識
の
下
、「
ど
う
し
た
ら
怒
ら
な
く

な
れ
る
か
」
と
、
結
婚
し
て
か
ら
後
は
ず
っ
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
の

心
理
学
の
セ
ミ
ナ
ー
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
十
五
才
の
時
に
初
め
て
ヨ
ガ
に
出
会
い
、
二
十
代
後
半

か
ら
三
十
代
後
半
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
間
、沖
ヨ
ガ
を
学
び
な
が
ら
、

地
域
の
公
民
館
で
ヨ
ガ
を
伝
え
広
め
る
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
夏
休
み
や
冬
休
み
に
は
、
三
島
に
あ
る
沖
ヨ
ガ
の
本
部
道
場
に

行
っ
て
、
合
宿
生
活
を
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

道
場
で
、
導
師
で
あ
る
沖
正
弘
先
生
が
講
義
の
中
で
、「
治
さ
な
い

治
し
方
」
と
い
う
言
葉
を
、
時
々
遣
っ
て
い
た
こ
と
を
今
思
い
出
し

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
野
口
整
体
金
井
流
は
、
正
に
こ
の
「
治
さ
な

い
治
し
方
」
の
典
型
的
な
実
践
方
法
で
あ
る
と
思
え
て
い
ま
す
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
以
前
の
私
は
、
自
分
自
身
の
身
心
を
整

え
る
と
い
う
こ
と
を
す
る
こ
と
な
く
、
目
の
前
に
起
こ
っ
た
自
分
の

直
面
し
た
問
題
に
対
し
て
、
時
に
慌
て
ふ
た
め
き
、
時
に
動
揺
し
な

が
ら
、
自
我
の
力
（
理
性
）
だ
け
で
対
応
し
解
決
し
よ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
一
年
間
は
、
自
分
自
身
の
身
心
を
整
え
る
こ
と
で
、

直
面
し
た
問
題
に
対
し
て
、
そ
の
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
把
握
し
、

自
分
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
適
確
に
対
処
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
も
思
え
て
い
ま
す
。

２　

只し
か
ん
だ
ざ

管
打
坐

　

Ｋ
さ
ん
の
二
年
に
亘
る
行
為
は
、
こ
れ
ぞ
「
只し
か
ん管
打だ

ざ坐
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　
「
只し

か
ん管
打だ

ざ坐
」
と
は
禅
（
道
元
を
祖
と
す
る
曹
洞
宗
）
の
世
界
で
、

た
だ
坐
禅
す
る
だ
け
で
他た

に
何
も
求
め
な
い
、
坐
禅
以
外
に
目
標
を

持
た
な
い
、
只
、
坐
禅
一
途
と
い
う
も
の
で
す
。「
只し

か
ん管
」
と
は
、
無

心
無
我
と
な
っ
て
、
余
念
を
ま
じ
え
な
い
「
そ
れ
の
み
」「
も
う
そ
れ

し
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｋ
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
個
人
指
導
に
向
か
い
、
活
元

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
。

　
「
只し

」
と
は
「
そ
れ
し
か
な
い
」
こ
と
の
強
調
で
す
。

　

只
管
打
坐
と
は
、
無
所
得
（
何
か
を
得
よ
う
と
し
な
い
）・
無
所
悟

（
さ
と
り
を
求
め
な
い
）
の
坐
禅
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
只
、
坐
禅
す

る
の
で
す
。「
た
だ
身し

ん
じ
ん心
と
も
に
放ほ
う
げ下
し
て
」
と
い
う
時
に
は
、
自

我
意
識
が
な
い
の
で
す
。

　

世
間
で
は
、
無
所
得
・
無
所
悟
と
い
う
「
目
的
の
な
い
行
為
」
は

存
在
し
な
い
と
い
う
の
が
通
説
で
す
が
、
只
管
打
坐
と
は
た
だ
坐
禅

す
る
だ
け
で
、
坐
禅
の
外
に
目
標
を
持
た
な
い
、
只
、
坐
禅
一
途
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
坐
禅
の
た
め
に
坐
禅
す
る
』
と
か
、『
坐

禅
が
坐
禅
を
す
る
』
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

道
元
禅
師
の
禅
思
想
の
中
心
は
、「
参
禅
は
す
べ
か
ら
く
身し

ん
じ
ん心

脱だ
つ
ら
く落
な
る
べ
し
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
、
只ひ
た
す
ら管
に
打だ

坐ざ

す
る
こ
と

の
み
が
身し

ん
じ
ん心
脱だ
つ
ら
く落
な
の
で
す
。

　

在
家
の
人
々
に
お
い
て
は
、
生
活
す
る
中
に
坐
禅
を
取
り
入
れ
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、「
坐
禅
の
中
に
生
活
す
る
」
と
い
う
境
地
が
目

標
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
目
的
の
な
い
行
為
・
無
為
の
意
義
が
、
近
年
の
脳
科

学
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｍ
・
Ｅ
・
レ
イ
ク
ル
教
授
（
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
医
学
部
放
射
線
科
・
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神
経
科
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
（
Ｈ
Ｐ
日
経
サ
イ
エ
ン
ス 

二
〇
一
〇
年
六
月
号
「
浮
か
び
上
が
る
脳
の
陰
の
活
動
」）。

　

私
た
ち
の
脳
は
、
話
を
す
る
、
本
を
読
む
、
と
い
っ
た
意
識
的
な

仕
事
を
行
っ
て
い
る
と
き
だ
け
活
動
し
、
何
も
せ
ず
ぼ
ん
や
り
し
て

い
る
と
き
は
脳
も
ま
た
休
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
最
近
の
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
に
よ
っ
て
驚
く
べ
き
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
安
静
（
無
心
）
状
態
の
脳
で
重
要
な
活
動
が
営

ま
れ
て
い
た
の
だ
。
し
か
も
、
こ
の
脳
の
「
基
底
状
態
」
と
も
言
え

る
活
動
に
費
や
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
意
識
的
な
反
応
に
使

わ
れ
る
脳
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
二
十
倍
に
も
達
す
る
と
い
う
。

　

こ
の
脳
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
デ
フ
ォ
ル
ト
・
モ
ー

ド
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｍ
Ｎ
）」
と
呼
ば
れ
る
複
数
の
脳
領
域
で
構

成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
脳
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
神
経
活
動
を
同

調
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
。
自
動
車
が
停
止
し
て
も
い
つ
で
も
発
進
で

き
る
よ
う
エ
ン
ジ
ン
を
切
ら
な
い
で
お
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
起
こ
り
う
る
出
来
事
に
備
え
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
脳
領
域
の

活
動
を
統
括
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｎ
は
意
識
的
な
行
動
を
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
あ
る
実
験
で
は
、Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
活
動
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
験
者
が
ミ
ス
を
す
る
か
ど
う
か
を
三
十
分
前
に
予
測
で
き
た

と
い
う
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｎ
の
異
常
が
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
や
う
つ
病
な
ど
の
神
経
疾
患
と
も
関
係
す
る
よ
う
だ
。
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
で
顕
著
な
萎
縮
が
見
ら
れ
る
脳
領
域
は
、
Ｄ

Ｍ
Ｎ
を
構
成
す
る
主
要
な
脳
領
域
と
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
。
安

静
時
の
脳
活
動
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
や
神
経
疾
患
を

理
解
す
る
た
め
の
新
た
な
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

上
巻
第
二
章
二 

３

３　

東
洋
宗
教
に
共
通
す
る
基
礎
体
験
は
「
瞑
想
法
」

― 

そ
の
心
理
学
的
意
義
を
脳
科
学
が
明
ら
か
に
し
た

　

湯
浅
泰
雄
氏
は
、
東
洋
宗
教
（
儒
・
仏
・
道
教
）
に
共
通
す
る
「
修

行
法
」
の
基
礎
体
験
と
し
て
、
儒
教
の
「
静
坐
」、
仏
教
の
「
坐
禅
」、

道
教
の
「
練
丹
（
註
）」「
導
引
（
註
）」
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
「
瞑
想

法
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
（『
気
・
修
行
・
身
体
』
第
二
章 

気
と

身
体 

武
術
・
瞑
想
法
・
東
洋
医
学 

一
一
二
頁
）。

（
註
）
練
丹

　
心
気
（
心
と
気
）
を
丹
田
に
集
中
し
て
心
身
を
練
る
術
。

導
引

　
身
体
を
屈
伸
し
て
正せ

い

き気
（
天
地
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
至
公
・

至
大
・
至
正
な
天
地
の
気
）
を
導
き
、
身
心
を
調
整
す
る
養
生
術
。

　

瞑
想
（
註
）
と
は
、「
内
な
る
世
界
」
を
見
つ
め
る
訓
練
で
あ
り
、

「
内
」
と
は
体
の
内
部
（
内
臓
の
こ
と
で
は
な
い
）、「
こ
こ
ろ
」
ま
た

「
た
ま
し
い
」
の
世
界
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

（
註
）
瞑
想
法

　
一
般
的
な
瞑
想
法
の
説
明
は
、
姿
勢
を
正
し
て
坐
り
、
腰

骨
を
立
て
上
体
の
力
を
抜
い
て
、
呼
吸
に
意
識
を
集
中
す
る
。
外
界

に
向
い
て
い
た
意
識
を
、
内
界
（
皮
膚
と
そ
の
内
側
）
・
身
体
感
覚
や

呼
吸
に
向
け
て
、
只ひ

た
す
ら管

に
坐
る
（
只し

か

ん管
打だ

ざ坐
）
。
考
え
る
理
性
的
な

意
識
の
レ
ベ
ル
が
下
が
り
、
変
性
意
識
状
態
に
導
か
れ
る
（
活
元
運

動
の
場
合
も
同
様
）
。
四 

４
に
「
常
日
頃
考
え
て
ば
か
り
い
る
自
分

の
頭
は
、
完
全
に
思
考
停
止
に
な
り
…
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
Ｋ

さ
ん
の
変
性
意
識
状
態
。
こ
の
変
性
意
識
状
態
が
、
一
時
的
「
自
我

の
消
失
（
無
心
・
無
我
）
」
で
あ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ｎ
機
能
を
活
性
化
す
る
。

　

そ
れ
は
、
目
覚
め
て
い
る
時
に
考
え
る
こ
と
を
止や

め
る
こ
と
で
あ

り
、「
考
え
な
い
と
い
う
意
識
」
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

思
考
が
止や

ま
な
い
（
＝
感
情
が
静
ま
ら
な
い
）
の
は
、
腰
が
自
分

の
身
の
内
で
な
く
な
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
す
が
、腰
が
据
わ
る
こ
と（
腰

に
き
ち
ん
と
力
が
入
る
こ
と
が
、
腰
を
「
身
の
内
」
に
す
る
こ
と
）
で
、

意
識
の
は
た
ら
き
を
静
め
（
考
え
る
こ
と
が
止
ま
り
）、
心
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
（
そ
れ
で
、
内
な
る
自
然
・
無
意
識
と
つ
な
が

る
）。

　

瞑
想
は
自
身
の
身
体
の
内
側
に
向
か
い
、
沈
黙
と
静
（
活
元
運
動

の
場
合
「
動
中
静
」）
の
状
態
を
で
き
る
だ
け
長
く
保
持
す
る
訓
練
を

通
じ
て
、
心
の
底
の
方
か
ら
湧
き
出
し
て
く
る
雑
念
を
流
し
（
流
れ

る
こ
と
で
無
く
な
る
）、
心
が
澄
み
き
っ
た
状
態
を
経
験
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

　
「
無
心
」
と
か
「
無
我
」、
つ
ま
り
自
分
と
い
う
意
識
（
自
我
意
識
）

が
消
え
去
っ
た
状
態
で
す
。
こ
れ
を
習
慣
づ
け
る（
日
常
化
す
る
）と
、

日
々
生
じ
て
い
る
雑
念
が
取
り
除
か
れ
、
不
必
要
な
情
報
を
整
理
す

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
こ
れ
が
無
意
識
（
腰
・
骨
盤
）
の
は
た
ら

き
な
の
で
す
。

　

心
が
澄
ん
だ
状
態
を
目
指
す
瞑
想
法
は
、
心
理
学
的
に
み
れ
ば
、

自
分
の
内
に
見
出
さ
れ
る
特
有
の
心
の
動
き
方
（
心
の
く
せ
・
心
の

傾
向
）
に
注
意
し
、
そ
の
は
た
ら
き
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
そ
の
傾
向
を
も
た
ら
し
て
い
る
「
感
受
性
の
歪
み
」
を
次
第
に

変
え
て
ゆ
く
訓
練
な
の
で
す
。

　

深
層
心
理
学
の
発
達
に
よ
り
見
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
瞑
想
体
験
の

心
理
的
な
意
義
は
、
脳
科
学
の
立
場
か
ら
も
、
近
年
明
ら
か
に
な
っ
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て
き
ま
し
た
（
２
の
「
Ｄ
Ｍ
Ｎ
」）。

　

野
口
整
体
の
個
人
指
導
・
活
元
運
動
は
、
こ
の
よ
う
な
心
理
的
理

解
を
以
っ
て
行
う
こ
と
が
肝
要
で
、
東
洋
宗
教
修
行
同
様
、
自
力
中

心
の
瞑
想
行
な
の
で
す
。

　

個
人
指
導
は
、
整
体
操
法
を
施
す
（
体
を
整
え
る
）
こ
と
と
、
そ

し
て
臨
床
心
理
的
に
行
う
こ
と
に
特
長
が
あ
り
、
自
力
と
他
力
の
融

合
に
よ
り
、
瞑
想
的
な
意
識
（
無
心
）
に
導
く
こ
と
で
「
身
心
統
一
」

を
図
り
、「
感
受
性
を
高
度
な
ら
し
む
る
」
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

感
受
性
が
高
度
な
状
態
に
至
る
に
は
、
日
々
生
ず
る
情
動
に
よ
っ

て
蓄
え
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
活
元
運
動
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る

身
体
と
な
る
こ
と
で
す
。

　
「
体
で
も
心
で
も
、
異
常
を
異
常
と
感
ず
れ
ば
治
る
」
の
で
す
。

整
体
と
は
敏
感
な
身
体
で
、「
身
体
感
覚
」の
向
上
が
鍵
と
な
り
ま
す
。


